
抄 録 (ABSTRACT)

J.QIAO,H.KuRODA,T.HAYASHIandF.SAKAI:

Efficientplantletregeneration from proto･

plastsisolatedfromsuspensionculturesofpop-

lar(PopulusalbaL.),PlantCellRep.,17,201-

205(1998)

喬 景波,黒田宏之,林 隆久,酒井富久美 :ポプ

ラ懸濁培養細胞のプロトプラストから効率的個体再

生

ポプラ･プロトプラストからの効率よい個体再生

システムを開発した｡プロトプラストは種子から誘

導したカルス由来の懸濁培養細胞から調製し,培養

した｡プロトプラストは細胞分裂を繰 り返し,4週

間後にコロニーを形成した｡コロニーはカルスを経

て,シュー ト及び根を分化 した｡RAPD分析の結

莱,得られた再生ポプラ間の.DNA多型は検出され

なかった｡

C.P.ScUTT,Y.KAMISUGI,F.SAKAIandP.M.
GILMARTIN:Laser isolation of chromosomes

demonstrateshighsequencesimilaritybetween

theX and Y sex chromosomesofdioecious

Silenelatifolia,Genome,40,705-715(1997)

C.P.Scutt,神杉泰子,酒井富久美,P.M.Gilmar-

tin:雌雄異株植物 Silenelatlfolia性染色体のレー

ザー光による単離及びXとY染色体間の塩基配列

に見られる高い類似性

アルゴンイオンレーザー光を用いた染色体の微細

加工により,雌雄異株植物であるSilenelatlfolia(ヒ

ロハノマンテマ)からX,Y性染色体を単離した｡

単離した染色体のPCR増幅産物による塩基配列解

析,GISHおよびFISH分析を行い,両者の高い

DNA構成を明らかにした｡また,常染色体と共有す

る繰 り返し配列の存在が明らかになった｡この性染

色体の進化について考察した｡

Y.IsHIHARA,H.KuRODA,T.HAYASHlandF.SAKAI:

Expression system for forelgn genesusing

protoplastsfrom LiriodendrontulipiferaL.

suspensionculture,WoodResearch,84,12-14

(1997)

石原靖之,黒田宏之,林 隆久,酒井富久美 :ユリ

ノキけん濁培養細胞から調製したプロトプラストを

用いた外来遺伝子発現解析系

ユリノキの試験管内培養及び電気的遺伝子導入シ

ステムが樹木の遺伝子発現の制御機構解明と新機能

樹木創成を目指して開発された｡

Y.YAMAUCHI,H.KuRODA and F.SAKAI:Two

stilbenesynthasegenesfrom Japanese Red

Pine,WoodRt,search,84,15118(1997)

山内幸久,黒田宏之,酒井富久美 :アカマツから得

た2種類のスチルベン合成酵素遺伝子

アカマツゲノムから2種類のスチルベン合成酵素

遺伝子をクローン化し,両者が異なる遺伝子座に存

在するアイソジーンであることを証明した｡

T.HAYASHI,Y.IHARA,T.NAKAI,T.TAKEDAand

R.ToMINAGA:.Celluloseasabiologicalsinkof

C02,inAdvan-3esinChemicalConversionsfor

MitigatingCarbonDioxide,(T.INUI,M.ANPO,

K.IzUI,S.YANAGIDAandT.YAMAGUCHIeds)pp.

243-248,EIsevier(1998)

林 隆久,井原由理,中井朋則,竹田 匠,冨永る

み :二酸化炭素の生物的シンクとしてのセルロース

樹木セルロースが二酸化炭素の生物的シンクであ

ることを解説し,そのキャパシティーを高めるため

の遺伝子発現について総説した｡

T.NAKAl,A.MoRIYA,N.ToNOUCHI,T.TsUcHIDA,

S.HoRINOUCHI,Y.SoNE,H.MoRl,F.SAKAIandT.

HAYASHI:Controlofexpressionbythecellulose

synthase(bcsA)promoter region from

AcetobacterxylinuTnBPR2001,Gene,213:93-

100(1998)

中井朋則,守屋彩子,外内尚人,土田隆康,堀之内

末治,曽根良昭,森 仁志,酒井富久美,林 隆久 :

Acetobacter菌 BPR2001由来のセルロース合成酵

素プロモーター領域による遺伝子発現の制御
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Acetobacter菌 BPR2001由来のセルロース合成

酵素オペロンを単離し,そのプロモーター領域にレ

ポーター遺伝子としてシュクロース合成酵素遺伝子

をつないで,その遺伝子発現の制御機構を調べた｡

T.NAKAI,N.ToNOUCHI,T.TsUcHIDA,H.MoRI,F.

SAKAIand T.HAYASHI:Synthesis of asym一

metricallylabeledsucrosebyarecombinant

sucrosesynthase,Biosci.Biotech.Biochem.,61:

1955-1956(1997)

中井朋則,外内尚人,土田隆康,森 仁志,酒井富

久美,林 隆久 :リコンビナントシュクロース合成

酵素による非対称標識シュクロースの合成

シュクロース合成酵素遺伝子によって形質転換し

た大腸菌から,リコンビナントシュクロース合成酵

素を調製した｡この酵素を用いて,14Cで標識したフ

ラクトース又はUDP-グルコースから非対称標識シ

ュクロースを合成する方法を確立した｡

T.NAKAI,N.ToNOUCHI,T.TsUcHIDA,H.MoRI,F.

SAKAIandT.HAYASHI:Expressionandcharac･

terizationofsucrosesyntttasefrommungbean

seedlingsinEscherichiacolt,Biosci.Biotech.

Biochem.,61:1500-1503(1997)

中井朋則,外内尚人,土田隆康,森 仁志,酒井富

久美,林 隆久 :大腸菌におけるマング豆シュクロ

ース合成酵素の発現とその性質

大腸菌においてマング豆歴軸由来のシュクロース

合成酵素cDNAを大量に発現させた｡そのリコンビ

ナント蛋白質は,4量体を形成し,酵素活性を保持

していた｡酵素反応のカイネティクスについて解析

した｡

N.ToNOUCHI,N.TAHARA,Y.KoJIMA,T.NAKAI,F.

SAKAI,T.HAYASHI,T.TsUcHIDAandF.Yo-

sHINAGA:A beta-glucosidasegenedownstream

ofthecellulosesynthaseoperonincellulose-

producing Acetobacter,Biosci.Biotech.BioI

chem.,61:1789-1790(1997)

外内尚人,田原直樹,小島由貴子,中井朋則,酒井

富久美,林 隆久,土田隆康,吉永文弘 :セルロー

ス合成菌Acetobacter由来のセルロース合成酵素

オペロン下流のβ-グルコシダーゼ

Acetobacter菌のセルロース合成酵素オペロンを

単離し,その下流域にβ-グルコシダーゼ遺伝子がコ

ードされていることを発見した｡その遺伝子構造に

ついて若干の解析を行った｡

林 隆久 :セルロース代謝,植物ホルモンと細胞の

形,今関英雅,柴岡弘郎編集,学会出版センター,121

-129(1998)

高等植物のセルロースの生分解と生合成について

総説した｡

林 隆久 :キシログルカン,生化学,1392-1397

(1997)

高等植物一次壁由来のキシログルカンについて総

説した｡

S.SUzUKI,T.UMEZAWA,M.SHIMADA,:Stereo･

chemicaldifferenceinsecoisolariciresinolfor_

nationbetweencell-freeextractsfrompetioles

andfrom rlPenlngSeedsofArctium lappaL,

Biosci.Biotech.Biochem.,62,146811470(1998)

鈴木史朗,梅津俊明,島田幹夫 :Arctium lappa葉

柄及び登熱種子の無細胞抽出液によるセコイソラリ

シレジノール生成に関する立体化学的差異

Arctium lappa登熟種子から調整された無細胞抽

出液は,NADPH とH202の存在下,コニフェリルア

ルコールからの 仁トビノレジノール (-)-ラリシレ

ジノール,および(-)-セコイソラリシレジノールの

エナンチオ選択的なリグナンの生成を触媒した｡こ

の結果は,A.lappa葉柄の無細胞抽出液が,(+)-セ

コイソラリシレジノールのエナンチオ選択的生成を

触媒したという前回の我々の結果と対照的である｡

本報告は,同一種の異なる器官から得られた無細胞

抽出液が,あるリグナンの生成に関して,互いに反

対のエナンチオ選択性を示した最初の例である｡

L S.ZAPANTA,T.HATTORl,M.RzETSKAYA,M.

TIEN:Clonlng OfPhanerochaetechl･ySOSPOr-

iumleu2bycomplementationofbacterialaux-

otrophsand transformation offungalaux-

otrophs,Appl.Enuiron.Mic710biol.,64,2624-
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2629(1998)

ローラ ザパンタ,服部武文,マルガリータ リフ

ツヵヤ,ミン ティーン:大腸菌栄養要求性株の相

補性を用いたPhanerochaetech7ySOSPoriumleu2遺

伝子のクローニングとP.chlySOSPorium栄養要求

性株の形質転換

Phanerochaetech7ySOSPon'um cDNAライブラリ

ーを発現ベクター入YESにより構築したO大腸菌ア

ミノ酸要求性株を用いた機能相補クローニングによ

り,β-1sopropylmalatedehydrogenaseをコードす

るcDNAをクローニングした｡さらに,ゲノム

DNAク ロー ンはPhanerochaete ch7ySOSPonlum

leu2欠損株を相補的に形質転換できた｡

T.UMEZAWA,T,OKUNISHT,M.SHIMADA:Stereo-

chemicaldifferences in lignan biosynthesis

betweenArctium lappa,Wikstroemiasiko-

kiana,andForsythiaspp.InLignlnandLignan

Biosynthesis,ACSSymposium Series697(Eds.

Lewis,N.G.andSarkanen,S.),AmericanChemi-

calSociety,Washington,D.C.,pp.377-388(1998).

梅津俊明,奥西智哉,島田幹夫 :Arctium lappa,

Wl'kstroemiasikokiana,およびForsythiaspp.にお

けるリグナン生合成の立体化学的差異

著者らの最近のリグナン生合成研究の結果,リグナ

ン生合成機構は,植物種により異なり,かなり多様

であることが示 された｡本総説では,Arctium

lappa,Wikstroemia sikokiana,およびFoy:sythia

spp.におけるリグナン生合成の立体化学機構の立体

化学的多様性について取りまとめて解説した｡

T.UMEZAWA,T.OKUNISHI,K.MIKAME,S.SUzUKI,

M.SHIMADA:Stereochemical Diversity in

Lignan Biosynthesis,Proceedings of Phyto-

chemicalSocietyofNorthAmerica1998Confer-

ence,Pullman,USA,July26-31,p.30,(1998).

梅津俊明,奥西智哉,三亀啓吾,鈴木史朗,島田幹

夫 :リグナン生合成の立体化学機構が,植物種や,

場合によっては同一植物種の異なる器官によって異

なり,極めて多様であることを示した｡

T.ToKIMATSU,Y.NAGAI,T.HATTORI,M.SHIMADA:

PurificationarLdcharacterizationofcytochr0-

mecdependelltglyoxylatedehydrogenaseas

new enzymefrom Tyromycespalustris.The

7thInternationalConferenceonBiotechnology

andPulpingIndustry,Vancouver,Canada,June

16-19(1998),p.B137--B140.

時松敏明,永井裕子,服部武文,島田幹夫 :褐色腐

朽菌 Tyromycespalustrisの新規チ トクロム C依存

グリオキシル酸デヒドロゲナーゼの精製とキャラク

タリゼーション

褐色腐朽菌 Tyr(,mycespalustris(オオウズラタケ)

の粗酵素液から,シトクロムcの存在下でグリオキ

シル酸をシュウ酸に酸化するglyoxylate dehy-

drogenaseを電気泳動的に単一に精製した｡この酵

素の酸化型および還元型のスペクトルは,パン酵母

のシトクロムb:!タイプのフラボヘムタンパク質と

大変類似しており,実際,FMNが熱変成によりホロ

酵素から単離された｡酵素によるシトクロムcの還

元は基質グリオキシル酸に依存しており,グリオキ

シル酸はテストした化合物の中で一番良い基質であ

った｡

K.SUzUKI,T.ITOH,andH.SASAMOTO:Cellwall

architecturepl･erequisiteforthecelldivisionin

theprotoplastf;Ofwhitepoplar,Populusalba

L.,Plant&CellPhysiol.39(6),6321638(1998).
ポプラの葉の細胞を用い,細胞壁再生過程におけ

る細胞壁の構造を急速凍結 ･ディープェッテング法

で調べた｡同時に細胞分裂前後における浸透圧実験

をおこない,細胞分裂前にはほとんどの細胞が破裂

したが,細胞分裂後にはほとんど破裂せずに残った｡

以上の結果と細胞壁の構造とを比べ,細胞分裂を起

こすのにセルロースラメラの堆積が必須となること

を明らかにした.)

T.FUJINO,andT.ITOH∴Changesinthethree

dimensionalarchitectureofthecellwallduring

lignificationoFxylem cellsinEucalyptuster-

ticorm'S,HolzjプrSCh.52,111-116(1998)

ユーカリの木部細胞の木化過程における細胞壁の

構造の変化を急速凍結 ･ディープェッテング法で調

べた｡その結果.,一次壁形成期の細胞ではミクロフ
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イプリル間に多くの空隙がみられたが,二次壁形成

が開始すると空隙がやや減少し,木化が開始すると

空隙がみられなくなった｡以上から,リグニンの堆

積により空隙構造が消失することが明らかになった｡

大山幹成,伊東隆夫 :滋賀県琵琶湖湖底の赤野井湾

遺跡から出土した木製品の樹種と用途,木材学会誌,

44,59-68(1998)

縄文時代から鎌倉時代にかけての複合遺跡である

滋賀県の赤野井湾遺跡から出土した2千点余りの木

製品の樹種を同定した結果スギが全体の6割を占め

ると同時に多種類の用途に用いられていたことが明

らかになった｡

S.KIMURA,andT.ITOH:Cellulosenetworkof

hemocoelinselectedcompoundstylidascidians,

I.Electr.Microscリ46,327-335(1997)

ホヤではこれまでセルロースが皮嚢にのみ存在す

ることが知られていたが,一部のホヤの体内の間充

識空間にもセルロースがネットワーク構造として分

布することを明らかにした｡

K OKUDA,T.MAOSUI,I.MINEandT.ITOH:Plas･

mamembranerosettesinthehornwortAluhl

ocerosangustatus,Hikobia12,43148(1996)

原始的なコケであるAnthocerosangustatusの原

形質膜上にあるセルロース合成酵素複合体を調べた

結果ロゼット型TCが兄いだされた｡さらに,セル

ロース合成酵素複合体の形状と陸上植物の進化とに

ついて論じた｡

伊東隆夫 :日本産広葉樹材の解剖学的記載ⅠⅠⅠ,木材

研究 ･資料,33,83-201(1997)

日本産広葉樹材の解剖学的記載 ⅠとⅠⅠに引き続き,

バラ科からドクウツギ科までの8科55属93種の木材

の解剖学的記載および3断面の顕微鏡写真を掲載し

た｡

大山幹成,伊東隆夫 :赤野井湾追跡の出土木材の樹

種,赤野井湾遺跡 第4分冊,琵琶湖開発事業関連

埋蔵文化財発掘調査報告書2,139-164(1998).

琵琶湖南部の湖底遺跡である赤野井湾遺跡から多

量の木製品が出土し,そのうち2152点について樹種

の同定をおこなった｡その結果52分類群の樹種が同

定された｡特に,針葉樹材ではスギが,広葉樹材で

はアカガシ亜属が多かった｡以上の結果から琵琶湖

南部周辺にはスギの優占した森林の存在が示唆され

た｡

伊東隆夫 :内里八丁遺跡出土木材の樹種,｢内里八丁

追跡｣,京都文化博物館調査研究報告 第13集,139

-142,図版40,41,1998.

京都府八幡市に所在し,弥生時代から江戸時代の

複合遺跡である内里八丁遺跡から多くの自然木や木

製品が出土した｡本報告では自然木や杭など合計53

点について樹種の同定をおこなった｡その結果20分

類群の樹種が同定された｡特に,ヒノキ,アカガシ

亜属,コナラ節,ヤナギ属,サカキ,シイ属の樹種

が多く見受けられた｡

伊東隆夫 :出土木材の樹種同定,京都大学北部構内

BF30区の発掘調査,京都大学構内遺跡発掘調査研

究午報,京都大学埋蔵文化財研究センター,74-79,

図版25-27,1998.

京都市左京区北白川の京都大学構内から縄文晩期

の埋没林が検出された｡出土した自然木のうち100点

の樹種を同定した｡その結果17分類群の樹種が同定

された｡特に,針葉樹ではカヤ,広葉樹ではアカガ

シ亜属,カエデ属, トチノキが多く同定された｡

伊東隆夫 :日中共同ニヤ遺跡学術研究国際シンポジ

ウム講演集,儒教大学29-41,1997.

1994年に日中共同でおこなったこヤ遺跡学術調査

の際に持ち帰った住居跡柱材や自然木などの木材の

樹種同定をおこなった結果,ほとんどがハコヤナギ

属の胡楊であること,および一部はタマリクス属や

ヤナギ属の樹種であることが判明した｡

T.IMAI,C.BoISSET,K.IGARASHI,M .SAMEJIMAand

J.SUGIYAMA:Unidirectiomalprocessiveaction

ofcellobiohydrolaseCe17AonValoTu'acellulose

microcrystals,FEBSLeft.,432,113-116(1998)

今井友也, C.BoISSET,五十嵐圭日子,鮫島正浩,

杉山淳司 :Ce17Aのバロニアセルロースに対する
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分解挙動とそのプロセッシビリティ

結晶学的 お よび顕微化学的考察 に よ りCe17A

(CBHI)のセルロースに対する挙動について調べ,

酵素がセルロースの還元末端から非還元末端へと分

解を進行させることを明らかにした｡

W.HELBERT,J.SUGIYAMA,S.KIMURAandT.ITOH.･

High-resolution electron microscopy on

ultrathin sections of cellulose microfibrils

generated by glomerulocytes in Polyzoa

vesiculiphora,Protoplasma,203,84190(1998)

W.HELBERT,杉山淳司,木村聡,伊東隆夫 :グロメ

ルロサイトのミクロフィブリルの高分解能観察

ホヤに特有のグロメルロサイ トから合成されたセル

ロースミクロフィブリルについて電子回折および高

分解能電顕法を用いて調べた｡その断面は海藻セル

ロースと同様に (110)と (110)を辺とする矩形断

面であり,その内部は単結晶様であった｡またグロ

メルロサイトにより合成されたミクロフィブリル束

においては,結晶の C軸が同一方向を向いており,

合成サイ トから分子鎖が一方向に伸長していること

が示唆された｡

W.HELBERl',andJ.SUGIYAMA:Highresolution

electronmicroscopyofcelluloseIIandachitin

singlecrystals,Cellulose,5,1131122(1998)

W.HELBERT,杉山淳司 :セルロースⅠⅠとαキチン

の高分解能観察

リン酸加水分解により低重合度化した溶液からセル

ロースⅠⅠとαキチンの単結晶を調製し,電子線回折

ならびに高分解能電顕法により調べた｡いずれの場

合も分子鎖軸は板状の単結晶の底面に垂直で,結晶

の厚さは分子の重合度と一致した｡αキチンの単結

晶の場合はab面の高分解能像に分子鎖が可視化さ

れた｡

M.SAMEJIMA,J.SuGIYAMA,K.IGARASHIandK.-E.

L.ERIKSSON:Enzymatichydrolysisofbacterial

cellulose,Carbohydr.Res.,305,28ト288(1998)

鮫島正浩,杉山淳司,五十嵐圭日子,K∴E.LERIKS.

SON:バクテリアセルロースの酵素分解

酢酸菌のセルロースミクロフィブリルとその加水分

解により作成した微結晶試料を用いて, トリコデル

マ由来の精製酵素 CBH IとEGIIの分解挙動や相

乗作用について検討した｡ ミクロフィブリル状のセ

ルロースの場合に最も顕著な相乗効果が現れたこと

から, ミクロフィブリルに内在する内部ひずみなど

の内的な要因が,酵素自体の特性に加えて分解挙動

の差を生む要因であると思われる｡

A.A.BAKER,W.HELBERT,J.SUGIYAMAandM.J.

MILES:Surface structure of native celllllose

microcrystalsbyAFM,Appl.PhysA.,66,S5591

S563(1998)

A.A.BAKER,W.HELBl三RT,杉山淳司,M.J.MILES:

AFM による天然セルロースの表面構造

原子間力顕微鏡を用いてオオバロニアのセルロース

微結晶表面を観察 した｡このセルロースは三斜晶

(Ⅰα)と単斜晶(Ⅰβ)からなるが,それらが表面を形成

する場合顕微鏡像が異なることを,シミュレーショ

ンにより明らかにした｡実際得られた画像は三斜晶

に相当することを明らかにした｡

J.SUGIYAMA,W.HELBERT,M.KoYAMAandT.

OKAMOTO:Phyl(Igeneticvariationofnativecell

lulose,Py10C.Int'lWoy滋shoponGyleenPolymers,

Bandun-Bogor,Indonesia,pp.330-334(1997)

杉山淳司,W.HELBERT,小山牧子,岡本和己 :天然

セルロースの系統的変動

セルロースの結晶構造は遺伝的に制御されているの

か,またその種変動は生物の進化を見るための鍵と

なるか｡様々なセルロースについて蓄積してきた構

造情報と,セルロース合成頼粒などの情報の比較か

らその可能性についてまとめた｡

N.HAYASHI,J.SuGIYAM ,T.OKANO,andM.IsHIHARA:

Theenzymaticsusceptibilityofcellulosemid

crofibrilsofthealgal-bacterialtypeandthe

cotton-ramietype,Carbohydr.Res.,305,261-

269(1997)

杯徳子,杉山淳司,岡野健,石原光朗 :海藻-バク

テリア型とコットンーラミー型セルロースの酵素分

解性

海藻-バクテリア型とコットンーラミー型セルロー
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スに対するトリコデルマ由来のセルラーゼによる分

解挙動について調べた｡海藻-バクテリア型がより

分解されやすくまた,三斜晶 (Ⅰα)が選択的に分解

されることが示唆された｡

N.HAYASHI,J.SUGIYAM ,T.OKANO,andM.IsHIHARA:

SelectivedegradationofcelluloseIαcomponent

in Cladophora cellulose with Trichodel･ma

z)iride cellulase, Carbohydr.Res.,305,1091

116(1997)

林徳子,杉山淳司,岡野健,石原光朗 :トリコデル

マ由来のセルラーゼによるシオグサセルロースの

Ⅰα成分の選択的分解

三斜晶 (Ⅰα)を多く含む海藻セルロースのトリコデ

ルマ由来のセルラーゼによる分解挙動について,と

くに微細構造の変化に注目して調べた｡また比較に

は,ほとんどⅠβからなるホヤセルロースを用いた｡

シオグサは細繊化と共に微結晶の長さが短くなるこ

とが多く見られた一方,ホヤは細繊化が優先的に生

じた｡また前報と同様にシオグサのⅠαの成分が分解

されやすかった｡これらの差は基質の構造的な特徴

を示唆すものと考えた｡

中村吉紀,中前勝彦,杉山淳司,諸橋智彦 :酸素プ

ラズマ処理ポリプロピレンフィルムとアルミニウム

蒸着薄膜との接着性-はく離界面の構造-,日本接

着学会誌,33(4),136-143(1997)

ポリプロピレンフィルム(PPf)を適切な条件で酸素

プラズマ処理することにより,PPfとアルミニウム

(Al)蒸着膜との接着性は大幅に向上する｡他方,

放電エネルギーが大きい,あるいは処理時間が長い

など過処理となった場合には,いったん向上した接

着強度は逆に大幅に低下する｡その原因を調べるた

めに,酸素プラズマ処理によりはく離強度の低下し

たPPf/Alのはく離面を,走査電子顕微鏡(SEM),

Ⅹ線電子分光法(ⅩPS),スタティック二次イオン質

量分析法 (S-SIMS),お よび透過電子顛微鏡

(TEM)により分析した｡Al側のはく離面上に認め

られた有機層は,PPに由来することがS-SIMSに

より証明された｡さらに,この層をTEM により直

接観察することができた｡酸素プラズマ処理により

表面付近のPP分子が部分分解し,結合力の弱い層

(Weekboundarylayer)が生成したと考えられ

る｡その結果,変性 PPが凝集破壊を起こし,PPf/

Alの接着性が低下したものと結論された｡一方｡プ

ラズマ処理をしていないPPf/Alの場合には,主と

して界面破壊が認められた｡

T.IMAI,J.SUGIYAMAandT.ITOH:Structure

determinationofcellulosemicrofibrilsinthe

cellwallofCladophora,WoodRes.,No.84,28-

30(1997)

今井友也,杉山淳司,伊東隆夫 : シオグサ細胞壁

セルロースの構造解析

海藻セルロースミクロフィブリルに存在する三斜晶

と単斜晶の局在について調べた｡

M.WADA,T.OKANOandJ.SUGIYAMA:Synchrot-

ronradiatedX-rayandneutronpowderdiffrac-

tionstudyofnativecelluloses,Cellulose,4,2211

232(1997)

和田昌久,岡野健,杉山淳司 :天然セルロースの放

射光と中性子回折による研究

放射光 X線粉末回折法を用いて海藻 (Ⅰα+Ⅰβ)と

ホヤ (Ⅰβ)のセルロースを評価した｡またⅠβについ

ては重水素化したものと併せて中性子回折を行った｡

放射光実験からは面間隔の精密測定とチャートから

2成分 (Ⅰα/Ⅰβ)を分離して存在比を算出することを

試みた｡用いたバロニアについてはab面の正確な

値とⅠα量比-0.65を得た｡中性子回折からは,重水

素化によって (200)面のみ回折強度が増したことか

ら,この格子面に水素結合が多いという従来のモデ

ルが支持された｡

W.HELBERT,J.SUGIYAMA,M.IsHIHARA,andS.

YAMANAKA:Characterizationofnativecrystall

linecellulosesincellwallofOomycota,I.Biote-

chnol.,57(1-3),29-37(1997)

W.HELBERT,杉山淳司,石原勝,山中茂 :卵菌類細

胞壁のセルロースの構造評価

卵菌類に属するカビのセルロース性細胞壁について,

セルロースの精製法およびその高次構造について調

べた｡結晶性がきわめて低いため議論の余地が残る

が,セルロースIβまたはセルロースⅣ1であること
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がわかった｡

K.BABA,K.ITO:Improvementonpreparation

ofRNA from differentiatingxylem tissueof

EucalyptuscamaldulensisL.,WoodRes.,84,7

-ll(1997)

馬場啓一,伊藤-弥 :Euca如)tuscamaldulensisL.

の分化 中木部 か らのRNA調製 に関す る改良

CTAB法をベースとして,メタノール前抽出および

RNA抽出液にバナジルリボヌクレオチドコンプレ

ックス (VRC)を加えることにより,分化中の木部

から効率よく精製度の高いRNAを得ることができ

た｡

J.ToYoTA,K.BABA,T.HIBINO,T.ITOH:Molecu-

larcloningofcDNAsofthegenesexpressedin

differentiatingxylemoftensionwoodformati-

oninEucalyptuscamaldulensisL.,WoodRes_,

84,31-33(1997)

豊田純一郎,馬場啓一,日尾野 隆,伊東隆夫:Euca-

li4)tuscamaldulensisL.における引張あて材形成中

の分化帯木部で発現する遺伝子のcDNAクローニ

ング

引張あて材形成中の木部分化帯から得 られた

cDNAライブラリをサブトラクテッド･プローブで

スクリーニングし,引張あて材形成中の分化帯木部

で特異的に発現,または発現が強 くなる遺伝子の

cDNA13種をクローニングした.

S.YosHIDA,A.CHATANI,M.TANAfIASHI,Y.HoNDA,

T.WATANABEandM.KuwAHARA:Preparation

ofsyntheticligminbymanganeseperoxidaseof

Bjerkanderaadustainorganicsolvents,Holz-

forschung,52,2821286(1998).

吉田晋-,茶谷明伸,棚橋光彦,本田与一,渡辺隆

司,桑原正章 :ヤケイロタケのマンガンペルオキシ

ダーゼによる有機溶媒中での合成リグニンの調製

ヤケイロタケ (B.adusta)の生産するマンガンペ

ルオキシダーゼ (MnP)は,70%アセトンを含む反

応液中において,西洋わさびペルオキシダーゼ

(HRP)よりもグアイアコール,2,6-ジメトキシフ

ェノールなどの基質に対して高い酸化能を示した｡

MnPは,70%アセトンを含み反応液中においてモノ

リグノールの重合反応を行った｡得られた脱水素重

合体(DHP)の分子量は,HRPを用いた場合よりも

高かった｡また,得られたDHPの化学構造はHRP

で得られたものよりも天然リグニンに近いものであ

った｡

伊藤弘道,桑原正章 :白色腐朽菌による環境汚染物

質の分解,バイオインダス トリー,15(2),5-

13(1998)

難分解性とされ,現在環境汚染を引き起こしてい

る多くの毒性芳香族化合物誘導体を,白色腐朽菌に

より分解するための,生物的環境修復 (バイオレメ

ディェ-ション)の最近の技術開発について解説し

た｡

桑原正章 :リグノセルロースの利用のためのバイオ

プロセス,バイオサイエンスとインダストリー,56,

530-533(1998)

化石資源に代わる工業原料としてのリグノセルロ

ース資源の変換と利用の開発研究における最近の状

況や可能性について解説した｡

K.IWAMOTO,H.-C.HA,Y.HoNDA,T.WATANABE

andM.KUwAHARA:IsolationandcharacteriZ:a-

tion of mang･anase(II)peroxidase(MnP)

producedbyPleurotusostreatus,WoodRes.,

No.84,34-36(1997)

岩本邦子,河孝哲,本田与-,渡辺隆司,桑原正章 :

ヒラタケの生産するマンガン (II)ペルオキシダー

ゼの単離と特性解明

白色腐朽菌Plと･urotusostreatus(ヒラタケ)は麦

ふすまを含む培地において高い活性のマンガンペル

オキシダーゼを生産した｡また,用いた4菌株とも

共通して,MnPは4つのアイソザイムを含んでい

た｡

M.KuwAHARA,S.YosHIDA,T.WATANABEandY.

HoNDA:Converf与ionoflignlnandlignin-related

compounds by ligmlnOlytic peroxidases in

organicsolvents,Py10Ceedingsof7thInterna -

tionalConferen';e onBiotechnologyinthePulp
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andPaperIndust7y,B,99-102(1998).

桑原正章,吉田晋一,渡辺隆司,本田与- :リグニ

ンペルオキシダーゼによる有機溶媒中でのリグニン

およびリグニン関連化合物の変換

Phanerochaetech7ySOSPoriumの生産するリグニ

ンペルオキシダーゼ (Lip)およびBje71kande71a

adustaの生産するマ ンガ ンペルオキシダーゼ

(MnP)は有機溶媒中においても活性を示した｡溶

媒の極性や限界ミセル濃度および基質のイオン化ポ

テンシャルや疎水性が反応の初速度に影響すること

がわかった｡また,MnPはLiPに比較して有機溶媒

に対して高い安定性を示した｡

Y.NAKAMURA,T.SAWADA,M.G.SUNGUSIAand

M.KUwAHARA:Effectsofoperationalcondi-

tionsonlignin･degradingenzymeproduction

bywhite-rotbasidiomycete,Proceedingsof7th

InternationalConfe71enCeOnBiotechnologyinthe

PulpandPaperIndust7y,B,127-130(1998).

中村嘉利,沢田達朗,M.サングシア,桑原正章 :白

色腐朽菌のリグニン分解酵素生産に及ぼす操業条件

の影響

ポリウレタンフォームを菌体の支持体 として

Bje71kande71aadustaを培養し,リグニンペルオキシ

ダーゼ,マンガンペルオキシダーゼおよびラッカー

ゼの高い活性を持つ酵素標品を得ることに成功した｡

D.H.GoENADI,Y.AwAY,SUHARYANTO,T.PANJI,

T.WATANABEandM.KUwAHAlミA,Biopulpingof

emptyfruitbunchesofoilpalm bywhite-rot

fungiisolatedfrom tropicalplatation,Proceed-

ingsof7thInternationalConferenceonBiotech-

nologyinthePulpandPaperIndust7y,B,49-

51(1998).D.H. ゴェナディ,Y.アウェイ,スハ

リャント,Tノ ンヾジ,渡辺隆司,桑原正章 :,熱帯プ

ランテーションから分離した白色腐朽菌によるオイ

ルパーム空果房のバイオパルビング

オイルパーム由来の空果房 (EFB)のバイオパル

ビング化法を開発するため,インドネシアのオイル

パームプランテーションから数種のリグニン分解菌

を分離したOこれらのリグニン分解菌はEFB中の

リグニンを代表的なリグニン分解性担子菌である

Phanerochaete ch7ySOSPoriumや Coriolus versi-

colorよりも早 く分解した.リグニン分解菌K14を

用いてEFB中のリグニンを分解した後ソーダ ･ア

ントラキノン法でパルプ化すると,カッパ化が無処

理と比べて4.2%減少し,引き裂き強度が16%向上し

た｡

T.WATANABE,K.KoLLER and K.MESSNER:

Copper-dependentdepolymerizationoflignins

inthepresenceoffungalmetabolite,pyridine,

I.Biotechnol.,62,221-230(1998).

渡辺隆司,カーリン･コラー,タル ト･メスナ- :

菌代謝物ピリジン存在下での鋼依存性のリグニン解

重合

従来リグニンの生分解を触媒する遷移金属として

は鉄とマンガンがとりあげられ,鋼錯体による室温,

水溶液中でのリグニン分解反応は報告されていなか

った｡これに対し,本研究では,白色腐朽菌の代謝

物であるピリジンの鋼錯体がリビッドハイドロパー

オキサイドモデルと反応して難分解性の非フェノー

ル型高分子リグニンモデルを室温,水溶液中で顕著

に低分子化させることを示した｡本実験は,銅錯体

が穏和な条件でリグニンの解重合を触媒する能力を

もつことを示すものであり,木材腐朽の観点からは,

酵素から離れた場所での脂質過酸化反応を介する細

胞壁内insituリグニン分解系が可能であることを

示すものである｡この反応系はフェントン反応と比

べてセルロースに与える損傷度が少なく,酵素-メデ

ィエーター反応に比べて細胞壁深層にあるリグニン

の分解に有利である｡本実験は,銅がリグニン生分

解の触媒となりうる可能性を示したものであり,今

後鋼錯体のスクリーニングにより多様な脱リグニン

反応が開発されるものと思われる｡本反応系はパル

プ漂白においても優れた効果を示した｡

T.WATANABE,K.KoI.LERandK.MESSNER,De-

polymerizationofphenolicandnon･phenolic

ligninsbycopper/coordinationcompound/per-

oxidereactions,Proceedingsof7thInternational

ConferenceonBiotechnologyin thePulpand

PaperZndust73,,A,157-160(1998).

渡辺隆司,カーリン･コラー,クルト･メスナ-:
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鍋/配位化合物/パーオキサイド反応によるフェノー

ル性および非フェノール性リグニンの解重合

選択的リグニン分解菌は,木材細胞壁を浸食する

ことなく酵素とは離れた場所の細胞壁リグニンを選

択的に分解する能力を有する｡酵素は木材細胞壁が

浸食を受けない限り,細胞壁中に進入できないこと

から,こうした現象は何らかの低分子化合物によっ

て触媒されていると予想される｡しかしながら,フ

ェントン反応によって生じる水酸化ラジカルはセル

ロースを極度に分解するため,選択的リグニン分解

は説明し難い｡また,酵素-メディェ一夕-機構は,

ルーメン内で発生したラジカルが細胞壁表層付近と

優先的に反応するため,細胞壁内での均一なリグニ

ン分解には不利である｡従来,低分子化合物の関与

する穏和な条件でのリグニン分解システムとしては

ペルオキシダーゼの活性中心を模倣したへムモデル

などが示されているが,本報告では,リグニン分解

菌の代謝物として知られているピリジンの銅錯体が

脂質過酸化物モデルと反応して,室温水溶液中とい

う穏和な条件で高分子リグニンを低分子化させるこ

とを示した｡本反応系は細胞壁中でラジカルを発生

するinsitu分解系であるため細胞壁 リグニンを広

範囲に渡って分解するのに適する｡

T.WATANABE,K.KoLLERandK.MESSNER,Delig一

mificationof14C-labelledpulpbycopper/coordi一

Rationcompound/peroxidereactions,Proceed-

ingsof7thInternationalConferenceonBiotech-

nologyinthePulpandPaperIndust7y,B,207-
210(1998).

渡辺隆司,カーリン･コラー,クルト･メスナ- :

鋼･配位化合物･パーオキサイド反応による14C-ラベ

ルしたパルプの脱リグニン反応

鋼錯体-パーオキサイド反応によるパルプの漂白法

を開発するため,各種の銅錯体と過酸化物を14C-ラ

ベルしたクラフトパルプと反応させ,遊離した14C

量を定量した｡その結果,シメチジン,ピリジン,

アミノピリジン,0-フェナントロリンなどのCu

(II)錯体とリビッドハイドロパーオキサイドモデ

ルとの反応によりクラフトパルプから14C一リグニン

が効果的に脱離することを示した｡遷移金属として

鉄およびマンガンを使用した場合のリグニン除去効

栗は嗣錯体の場合より低く,銅錯体一過酸化物反応の

リグニンに対する高い反応性が示された｡これらの

結果は,広範な銅錯体のスクリーニングにより効果

的なパルプ化やパルプ漂白法が開発される可能性を

示す｡

K.KoLLER,K.MESSNERandT.WATANABE,Deg-

radationofligninmodelcompoundswithcoor-

dinated copperin thepresenceofperoxide,

Proceedings ofThe InternationalResearch

GrouponWoodPreservationSectionIBiology,

IRG/WP98110282,ll-7 (1998).

カーリン･コラー,クルト･メスナ一,渡辺隆司 :

パーオキサイド存在下における鋼錯体によるリグニ

ンモデル化合物の分解

嗣錯体一脂質過酸化物反応によりリグニンモデル

化合物が穏和な条件で分解することを示し,本反応

系のリグニン微生物分解における役割を考察した｡

渡辺隆司 :セルロース系オリゴ糖の生理機能開発,

CelluloseCommun.,5,91-97(1998).

セルラーゼメンプランバイオリアクターにより連

続生産したセロビオースのラットとヒトに対する生

理機能を調べた｡その結果,セロビオースはラット

小腸粘膜酵素によって加水分解を受けるが,ヒトに

対しては難消化性オリゴ糖として機能することを示

した｡また,腸内細菌による発酵性試験ではセロビ

オースは腸粘膜新陳代謝の活性化や結腸癌の予防効

果が報告されている酪酸の生成能に優れることを示

した｡高ショ糖食飼育ラットに対するセロビオース

の長期投与試験では,セロビオース1%添加区は末

添加の対照区に比べて中性脂肪や総コレステロール

量が減少し,脂質代謝に好ましい効果をもたらすこ

とを示した｡セロビオースおよびその誘導体の微生

物に対する生理機能についても概説した｡

T.WAOANABE,M.SATOUCHI,S.WAKABAYASHI,K.

OHKUMA,T.TsIJMIYA,M.NAKAJIMA,T,KosHト

JIMA,andM.KUwAHARA,Physiologicalfunctions

ofcellobiosecorltinuouslyproducedbycellulase

ultrafiltration membranebioreactor,Py10Ceed-

ings of 7th International Conference on
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BiotechnologyinthePulpandPaperIndust7y,C,

113-116(1998).

渡辺隆司,里内美津子,若林茂,大隈一弘,都宮孝

彦,中嶋幹恵,越島哲夫,桑原正章 :セルラーゼメ

ンブランバイオリアクターによって連続的に生産し

たセロビオースの生理機能

セルロース加水分解用に設計したセルラーゼメン

プランバイオリアクターによりセロビオースを連続

生産し,生産したセロビオースのラットとヒトに対

する消化性を調べた｡セロビオースをヒトに対して

経口投与すると血糖値やインスリン濃度の増大が認

められずセロビオースはヒトに対しては難消化性オ

リゴ糖として機能することを示した｡また,腸内細

菌による発酵性試験ではセロビオースは腸粘膜新陳

代謝の活性化作用や結腸ガンの予防効果をもつ酪酸

生成能に優れることを示した｡

T.KoNDO,T.W ATANABE,T.OHSHITA and T.

KyUMA,Physico-chemicalcharacteristicsofsoレ

ubleligninfractionsreleasedfromforagegras･

sesby ruminantdigestion,JARO,32,187-

195(1998).

近藤恒夫,渡辺隆司,大下友子,久馬思 :ルーメン

消化による牧草から遊離する可溶性リグニンの物理

化学的特徴

反審家畜の消化管を通過したチモシー及びオーチ

ャードグラス由来の糞便からリグニン及びLCCを

分離･精製した｡精製したリグニンおよびLCCの化

学構造を未消化の試料と比較することによって,皮

祭家畜の消化過程における牧草細胞壁成分の構造変

化を明らかにした｡

T.IRIE,Y.HoNDA,T.M ATSUYAMA,T.W ATANABE

andM .KUwAHARA:Cloningandcharacteriza･

tionofthegeneencodingtheiron-sulfurpro-

teinofsuccinatedehydorogenasefrom Pleul･-

otusostreatus,Biochim.Biophys.Acta,1396,27-

31(1998).

入江俊一,本田与一,松山拓郎,渡辺隆司,桑原正

章 :ヒラタケのコハク酸デヒドロゲナーゼIpサブ

ユニット遺伝子の単離と解析

ヒラタケにおける優性の選択マーカーを開発する

ため,カルボキシン系の抗菌剤フル トラニルに対し

て耐性を決定することが知られているコハク酸脱水

素酵素 (EC1.3.99.1)の鉄-イオウタンパク(Ip)

サブユニットをコードする染色体 DNAおよびC-

DNA断片を食用担子菌Pleu710tuSOStYleatuS(ヒラタ

ケ)からクローン化した｡この遺伝子は5個のイン

トロンにより中断され,268個のアミノ酸残基からな

ることが推定された｡この配列を他の生物起源のIp

サブユニットの構造と比較し,3個所にシステイン

ーリッチな保存領域が存在することが分かった｡その

一つは異担子菌 Ustilagomaydisのカルボキシン感

受性を決定づけるヒスチジン残基を含んでいた｡

田中文男 :セルロース及びその他の多糖の分子シミ

ュレーション,木材研究･資料,No.33,13-25(1997)

第52回木質科学研究所公開講演会 (平成9年5月

16日,宇治)において行った講演内容をもとに,分

子シミュレーションの手法を解説し,その応用例と

してセロヘキサデカオース,ガラクトエイコサオー

スの分子力学シミュレーション,分子動力学シミュ

レーションの結果を解説した｡

関野 登,井上雅文 :水蒸気処理小片を用いたパー

ティクルボードの寸法安定化のメカニズム,小片面

内の膨潤応力の低減,材料,47(4),394-398(1998).

水蒸気前処理によるパーティクルボードの寸法安

定化メカニズムを解明するため,小片間接着破壊の

一要因である小片面内の膨潤応力に着目し,前処理

温度と膨潤応力の関係を調べた｡その結果,吸水膨

潤応力は前処理温度の上昇とともに直線的に減少し,

220oC処理では無処理の約2割の値となった｡また,

膨潤応力の関連物性である吸湿性,膨潤率,弾性率

についても前処理温度の上昇とともに低下すること

が分かった｡そこで,吸水膨潤応力に弾性モデルの

適用を試みたところ,計算値と実測値は比較的よく

一致した｡このことより,水蒸気前処理による吸水

膨潤応力の低下は,親水性低下に起因する膨潤率低

下と,弾性率低下という力学的な性質変化との相乗

効果により発現されると解釈された｡

井上雅文,大前宏輔,則元 京,金山公三,小原光

博 :ロール成型時に発生する木材の破壊,日本塑性
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加工学会論文集,29,469-450(1998).

ロールプレス機を用いて木材を横圧縮大変形する

場合の特徴について金属材料の場合と比較しながら

考察した｡ロール圧延によって,木材に発生する特

徴的な破壊は,A.わに口破壊,B.縦割れ,C.表面割

れ,D.幅反り,E.縦反り,F.加工材内部の層はく離

などであった｡

M.INOUE,M.NoRIMOTO:CompressedWoodfrom

Fast-Growing Trees,Proceedings of the

Japanese/AustraliaWorkshopomEnvironmen-

talManagement,EnvironmentallyFriendlyTree

Products and Their Processing Technology,

Japan,135-142,(1997).

井上雅文,則元 京 :早生樹種を利用した圧縮木材

木材の横圧縮変形,圧縮木材の強度性能,変形の

永久固定方法とそのメカニズムを中心として,スギ,

ライジア一夕パイン,アルビジア材などの早生樹種

を用いて圧縮木材を製造する場合の原理と方法につ

いて概説した｡

井上雅文 :環境調和材料としての木材,消費科学,

39(7),414-419,(1998).

木材の組織構造と物性について解説し,曲げ木,

圧縮木材などの新しい木材加工法を紹介するととも

に,エコマテリアルとしての木材,木材の積極的な

利用が地球環境に貢献することなどを述べた｡

井上雅文 :エクステリアウッド,アウトドアリビン

グのすすめ,AFF,28(8),50-51,(1998).

最近のアウトドア志向が追い風となって,一般住

宅にもデッキ,フェンスなどの木製エクステリア製

品が多く利用されるようなった｡また,最近の特徴

として,テラスやバルコニーが室内の床とレベルを

合わせて作られるようになった｡そこでは,インテ

リアの延長としてのアウトドアリビングが求められ

るため,エクステリアであっても精細な造作が求め

られるようになった｡現状では,エクステリアウッ

ドとして,耐腐朽性の高い木材や,薬剤による防腐

処理木材が利用されている｡森林保護,地球環境問

港,薬剤処理の人体への影響を考慮すると,今後,

ますます毒性の少ない薬剤の開発や化学処理などに

よる寸法安定化も含めた無害な木材保存技術の開発

が期待されるだろう｡

井上雅文 :木を正しく知って賢く使おう一木材の組

織と物理的性質一一,木質材料と住宅,ウッド-ツド

研究会編,65-97,(1997).

木材の組織構造と物理的性質,最新の加工技術に

ついて解説したが,項目は以下の通りである｡木材

は "エコマテリアル〝,木材の長所と短所はうらは

ら,地球上で最大の生命体,針葉樹よりも進化した

広葉樹,木材の3軸方向,木材の断面,樹木は上に

も横にも成長する,年輪(早材と晩材),人をなごま

せてくれる年輪模様,樹木の年輪は歴史の証人,自

大と赤身,生節と死節,｢あて材｣は樹の汗と涙の結

晶,中空セル構造体,空を飛んだ木材,針葉樹の世

罪,広葉樹の世界,精巧なつくりの木材細胞壁,セ

ルロースはデンプンの親戚,リグニンは接着剤,ヘ

ミ(半分)セルローース,木材細胞壁は鉄筋コンクリー

ト,9400メートルの柱,力の方向と強さ,軽い木と

重い木,空気を売る材木屋,木と水の関係,木材中

の水の量,2種類享の水,木材が水を吸うメカニズム,

乾燥すると木が反る理由 (早材,晩材の相互作用,

放射組織の影響,細胞形態と異方構造)木材の強さ

と含水率,樹から木材 (切る,貼る),木を曲げる

(Stepl木を柔らかくする,Step2曲げる,Step3形

を固定して乾燥),曲げ木のメカニズム,木材事情と

圧縮木材,木材の横圧縮変形,圧縮木材の性能,圧

縮木材の弱点 :変形の水分 ･熱回復,キューピット

の矢,圧縮変形の固定,圧縮木材の使い方 (家具用

天板,フローリング,洋家具 ･椅子,木製サッシ,

敷居,鴨居のレ一一ル部分,手すり,接合材料その他,

工芸品)｡

井上雅文,藤原 健 :ユフロ第5部会全体会議に参

加して,APAST,26,23-26,(1997).

平成9年7月7日～12日,アメリカ合衆国ワシン

トン州ブルマンで開催された林業研究機関連合林産

物部会全体会議での研究発表などについて紹介した｡

E.OBATAYA,M.NoRIMOlrOand∫.GRIL:TheEffe-

ctsofAdsorbedWateronDynamicMechanical

PropertriesofWood,Polymer,39(14),
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3059-3064(1998)

小幡谷英一,則元 京,ジョゼフ･グリル :木材の動

力学的性質に及ぼす吸着水の影響

シトカスプルース (Piceasitchensis)材の繊維方

向の貯蔵弾性率と損失正接の含水率依存性を20oCで

もとめ,吸着水の影響を-軸レオロジーモデルを用

いて研究した｡マトリックスのヤング率の最大値は,

含水率約8%で現れた｡水和水の吸着に伴うマトリ

ックス分子の配列が含水率約8%までのヤング率を

増加させ,一方,溶解水の吸着によるマトリックス

分子の可塑化によって,含水率8%以上でヤング率

は減少した｡マトリックスの損失正接は,含水率約

1%及び20%でピークをもった｡前者は,吸着水自

体の運動に,後者は,マトリックス物質,特にヘミ

セルロースのミクロブラウン運動に関係するものと

考えられた｡

D.WAHYU,M.INOUEandM.NoRIMOTO:Perma一

meれtFixationofCompressiveDeformationof

AlbiziaWood(Paraserienthesfalcata)byHeat

Treatment,I.TropicalFo71eStPy10ducts,4(1),59

-67(1998)

ワヒュ一･ドイアント,井上雅文,則元 京 :熱処

理によるアルビジア材 (Payaserienthesfalcata)圧

縮変形の永久固定

アルビジア (Pa7merienthesfalcata)の圧縮変形

を固定するために,3種の熱処理法,空気存在下,

排気下および溶融金属中,を調べた｡変形の回復度

は,重量減少率の増加とともに減少した｡完全固定

は,重量減少率約4%で達成された｡完全固定時の

曲げ破壊係数の残存率は,約75%であった｡曲げ破

壊係数と重量減少率の関係は,加熱法によらず,双

曲線関数で表された｡完全固定は,減成にともなっ

て,ミクロフィブリルとマトリックスに蓄積されて

いた応力が減少することによるものと推定された｡

U.WATANABE,M.FUJITA and M.NoRIMOl'0:

TransverseShrinkageofConiferousWoodCells

ExaminedUsingReplicaMethodandPower

Spectrum Analysis,Holzforsch.,52(2),200-

206(1998)

渡辺宇外,藤田 稔,則元 京 :レプリカ法及びパ

ワースベクトル解析による針葉樹細胞の横方向収縮

率の研究

針葉樹細胞の収縮挙動をレプリカ法及びパワース

ペクトル解析によって研究した｡乾燥によって,細

胞内こうは,細胞壁の構造に依存して,正常材では

収縮し,圧縮あて材では膨張した｡明確な成長輪を

もたないAgathisbornensisの仮道管も,異方的に

収縮した｡パワースペクトル解析によって構築した

乾燥前後の代表的細胞モデルは,樹種間での収縮異

方性の差異が,細胞形状に大きく依存していること

を示した｡

A.UHMEIER,T_MoROOKA and M.NoRIMOTO:

InfluenceofThermalSofteningandDegrada-

tionontheRadialCompressionBehaviorof

WetSpruce,Holzfwsch,,52(1),77181(1998)

アンドリアス･ウ-マイア一,師岡淳朗,則元 京 :

湿潤スプルース材の放射方向圧縮挙動の及ぼす熱軟

化及び熱減成の影響

木材の熱軟化及び熱減成は,木材加工において重

要な因子である｡本研究では,圧縮大変形を受けた

湿潤スプルース材の力学挙動に及ぼす温度の影響を

研究した｡降伏応力は,OoCと200oCの間で1/10以

下に減少した｡リグニンのガラス転移は,降伏応力

の測定によって,正確に検知できた｡熟減成は,150oC

と200oCの間で観察された｡規格化した応力-歪み曲

線は,異なる温度で類似した｡

U.WATANABE,M.NoRIMOTO,M.FUJITAandJ.

GRIL:TransverseShrinkageAnisotropyofC0-

miferousWoodInvestigatedbythePowerSpec-

trumAnalysis,I.WoodSci"44(1),9114(1998)

渡辺宇外,藤田 稔,則元 京,ジョゼフ･グリル :

パワースペクトル解析による針葉樹材の横方向収縮

率異方性の研究

ラジア一夕パイン (PinusyladiataD.Don)の早

材及び晩材仮導管の収縮挙動をパワースペクトル解

析によって調べた｡パワースペクトル解析によって

構築した収縮前後の代表的な細胞モデルから,晩材

仮道管は,ほとんど等方的な収縮を示したが,早材

仮道管は,異方的な収縮を示した｡パワースペクト

ル解析によって求めた収縮と巨視的な針葉樹材の収
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綿を結び付けるために,早材と晩材で構成された2

層モデルを採用し,収縮異方性と晩材率の間の関係

を予測した｡結果から,収縮異方性は,早材と晩材

の間の力学的相互作用に強く依存することが示唆さ

れた｡

小幡谷英一,大野善隆,則元 京 :漆塗膜の動的粘

弾性 (第1報),塗膜の力学緩和過程,木材学会誌,

44(2),89-95(1998)

日本産の透漆,黒漆および生漆塗膜の動的弾性率

(E')および損失正接 (tan♂)を-150oCから400oC

の温度範囲で測定し,観測された力学緩和過程を,

漆塗膜を構成するウルシオール分子の構造と関連づ

けて考察した｡漆塗膜のE'は,-50oCから100oCの範

囲で温度とともに急激に低下し,150oC以上で増加

し,200oC以上でほぼ一定であった｡また,tanSに

は,11Hzにおいて,30oCから100oC,-60oC付近,お

よび-140oC付近にピーク (α,β,γ)が認められ

た｡常温で2ケ月間エージングした漆塗膜において,

α,β,γの見かけの活性化エネルギーは,それぞれ

65から75kcal/mol,13kcal/mo1,8から9kcal/mol

であった｡E'の急激な低下に対応するα緩和は重合

したウルシオール分子鎖のミクロブラウン運動に,

高温域でのE'の増加は末硬化のウルシオールの酸

化重合に起因すると推定された｡また,β,γ緩和は

それぞれ吸着水が関与した分子運動,ウルシオール

分子側鎖メチレン基の運動によるものと推察された｡

常温における2ケ月のエージングあるいは200oC,2

時間の熱処理によって,漆塗膜の硬化が進行し,α

緩和過程の温度位置は高温側に移動した｡

古田裕三,則元 京,矢野浩之 :膨潤状態における

木材の熟軟化特性 (第5報),乾燥及び熱履歴の影

響,木材学会誌,44(2),82-88(1998)

飽水状態のヒノキ材放射方向における粘弾性の温

度依存性に及ぼす乾燥及び熱履歴の影響を検討した｡

昇温過程の動的粘弾性測定において,生材と乾燥履

歴をもつ飽水材の間に顕著な差異が認められた｡乾

燥履歴をもつ飽水材の動的弾性率(E')は,50oC付近

と80oC～90oCで変化した｡これらの緩和は,それぞ

れ乾燥履歴に基づくものとリグニン分子のミクロブ

ラウン運動に基づくものと考えられた｡しかし,生

材には,リグニンに基づく緩和のみしか認められな

かった｡水中に放置した時間が長くなるとともに,

乾燥履歴をもつ飽水材の室温におけるE'は増加し,

乾燥履歴に基づく損失ピークは減少した｡ 2度目の

測定では,生材と乾燥履歴をもつ飽水材の結果は,

類似していた｡また,生材の室温付近のE'は,著し

く減少した｡20oCの静的ヤング率 (E)は,生材で最

も大きかった｡乾燥あるいは水中での加熱直後の飽

水材の20oCのEは,著しく減少したが,時間ととも

に増加した｡これらの結果より,乾燥や水中での加

熱後の急冷により,細胞壁の非晶領域を構成する分

子の配列変化に基づくひずみが生じ,そのひずみの

大部分を解放するには,水中での長時間浸溝が必要

であることが推察された｡

ワヒュ一･ドイアント,師岡淳朗,則元 京 :高温･

高圧水蒸気雰囲気での木材の粘弾性測定法,木材学

会誌,44(2),77-81(1998)

高温 ･高圧水蒸気下での粘弾性測定法を開発した｡

圧力釜組み込み型の圧縮試験機を用い,荷重測定に

は圧力釜の内部に耐熱･耐圧型 (200oC,16kg/cm2)

のロードセルを設置した｡この荷重測定装置を用い,

100-200oCの水蒸気雰囲気で正確に荷重を測定しう

ることがわかった｡荷重測定の問題に加え,高温 ･

高圧水蒸気雰囲気での測定中に試料内で生じる部位

によって程度の異なる熱分解を回避しなければなら

ない｡これは繊維飽和点近辺に調湿した試料を用い

ることにより,試料が熱平衡に至るまでの時間を最

短時間にすることにより,最小限に留めることがで

きた｡

上野 崇,大釜敏正,則元 京 :内装材料の調湿効

果に及ぼす換気の影響,木材学会誌,4343(10),839

-846(1997)

内装材料を底面に張った鋼製の箱の上部に設けた

排気口と上部から底面まで伸ばした吸気口から,換

気を行いながら,箱外周部の温度と相対湿度を変化

させたときの箱内部の温度と相対湿度を測定した｡

内装材料の調湿の程度は,相対湿度の対数と温度の

関係を直線で近似したときの勾配Bによって評価し

た｡6種類の内装材料のB値を求めた｡B値,箱の

気積Vに対する内装面積 Aの比 A/Vおよび換気
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の関係を調べた｡ついで,これらの内装材料を6畳

間の床,壁および天井に相当するA/Vの大きさを

有するように,3種類組み合わせて内装した場合に

ついて,同様の測定を行なった｡後者の場合につい

て,内装材料それぞれのA/VにおけるB値と等し

くなる木材のA/Vを加え,その値から木材のB値

を求めた｡このようにして得られたB値と実測した

B値はよく一致した｡

古田裕三,相滞秀雄,矢野浩之,則元 京 :膨潤状

態における木材の熟軟化特性(第4報),木材の熟軟

化特性に与える細胞壁成分の影響,木材学会誌,44

(9),725-730(1997)

膨潤状態におけるウダイカンパ (Betula mαズim-

owiczianaRegel)材の接線方向の動的粘弾性を引張

強制振動法によって測定し,水で膨潤した状態の木

材の熟軟化特性におよぼす細胞壁非晶領域構成成分

の影響について検討した｡温度範囲5-95oCにおけ

る飽水状態の試料についての測定結果から,高温域

にリグニンのミクロブラウン運動に関係すると思わ

れる損失正接 (tan♂)のピークが認められるととも

に,5oC以下の温度域にさらに別の要因が関与する
と考えられる緩和の存在が示唆された｡一方,温度

範囲-150oC～OoCにおける飽湿状態の試料につい

ての測定結果から,すでに報告されている吸着水と

メチロール基の運動に関係する低温域の損失弾性率

(E")およびtanSのピークの外に,-40oC付近にこ

れまでに報告されていないE"およびtan♂のピー

クが認められた｡-40oC付近の緩和の見かけの活性

化エネルギーは,約24kcal/molであった｡そこで,

木材からヘミセルロースの大部分を除去するため,

試料に濃度15%の水酸化ナトリウムによる抽出と,

200oCの飽和水蒸気による処理をそれぞれ行なった｡

両処理により,-40oC付近のE"およびtan♂の緩和

はほぼ消失したが,温度範囲5-95oCに認められる

それらは残存した｡これらの結果から,-40oC付近の

緩和は,ヘミセルロースのミクロブラウン運動に,

温度範囲5-95oCに認められる緩和は,リグニンの

ミクロブラウン運動に,それぞれ起因するものと推

察された｡

ワヒュ一 ･ドイアント,井上雅文,則元 京 :熟処

理による木材の圧縮変形の固定,木材学会誌,43(4),

303-309(1997)

放射方向に圧縮したスギ (Cり少tomeriajaponica

D.Don),ラジア一夕パ イ ン (PinusradiataD.

Don),アルビジア (Pa71aSerienthesfalcataBecker)

材を,空気中,排気下,溶融金属中でそれぞれ熱処

理し,セットの回復および曲げ強度に及ぼす熱処理

の影響を調べた｡変形回復は,同一熱処理温度,時

間で比べると,空気中,溶融金属中,排気下熱処理

の順に大きくなった｡しかし,処理方法,樹種によ

らず,セットの回復は,重量減少率の双曲線式で表

された｡セットは,約4.0%の重量減少率で完全に固

定された｡一方,曲げ弾性係数および破壊係数は,

同一温度,時間で比べると,熱処理方法みよって異

なった｡しかし,樹種,熱処理方法に依存せず,そ

れらと重量減少率の関係は,近似的に直線式で表さ

れた｡既往の研究,熱処理による木材の寸法安定性,

結晶性,強度的瀬尾質の変化,変形を与える前に熱

処理すた場合の変形固定などの結果を総合的に判断

すると,熱処理による変形の固定には,吸湿性の低

下,応力の緩和,分子間架橋あるいは凝集構造の形

成が,寄与していると推察された｡

M.MAKINAGA,M.NoRIMOTOandM.INOUE:Per一

manentFixationofBending Deformation of

WoodbySteamTreatment,WoodResewch,No.

84,39-41(1997)

棋永昌弘,則元 京,井上雅文 :水蒸気処理による

木材の曲げ変形の永久固定

水蒸気処理による木材の曲げ変形の永久固定が研

究され,完全固定が達成される時の処理温度Tと時

間 tの関係は,T-207-35.8logtで表された｡

K.OHMAE,M.NoRIMOTOandK.MINATO:Dimen-

sionalChangeofWoodbyChemicalTreatment,

WoodResearch,No.84,42145(1997)

大前宏輔,則元 京,湊 和也 :化学処理による木

材の寸法変化

ヒノキ材の9種類の化学処理および処理後の吸水

による寸法変化を測定し,化学処理前の寸法を基準

とした寸法安定性を評価する新しい指標を定義し,

従来の指標と合わせて,化学処理別の寸法変化の機
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横を考察した｡

薬石猛夫,則元 京 :温湿環境と木材,材料,46(ll),

1335-1341(1997)

木材の温熱的性質,温度と健康,木造住宅の温度

環境,木材の湿気的性質,湿度と健康,木材内装住

宅の湿度環境について解説した｡

則元 京 :建築に役立つ木材 ･木質材料学 (今村祐

嗣,川井秀一,則元 京,平井卓郎編著),東洋書店,

pp.273-288(1997)

木質住宅の室内機構について概説した｡

則元 京 :木材保存学入門(日本保存協会編),日本

保存協会,pp.ll-20(1998)

木材の物理的性質について概説した｡

藤井義久,今村祐嗣,岩坪永治,山本捷二 :AEモニ

タリングを行った人工餌場によるシロアリ防除,木

材保存,23(3),11卜120(1997)

建物周辺に設置した人工餌場にシロアリを誘導し,

定期的に餌場を取 り出して更新するすることによっ

て建物内へのシロアリの侵入を阻止し,かつ薬剤処

理を行うことなく周辺のシロアリ活動領域を管理す

ることを試みた｡また,餌場内の餌木や餌場周辺の

餌杭の食害時に発生するアコースティック ･エミッ

ション (AE)を計測し,餌場内および周辺での食害

活動の非破壊的な監視を行った｡

人工餌場は,束ねたアカマツ小角材の周辺に発泡

スチロールの丸棒を配置した構造 (直径約300mm,

高さ約600mm)とし,これを土中に埋設した内径300

mmの塩化ビニール製の筒内に配置して蓋をした｡

設置した10基の餌場のうち,8基にシロアリが集ま

り,そのうち3基には特に多 くのシロアリが集まっ

た｡餌場は1-2ケ月に一度,シロアリを取 り出し

て更新した｡第 1回目 (1993年 6月)の餌場の更新

で,餌場内のシロアリ頭数は激減したが,その後 2

年半の間は,頭数に大きな変化はなかった｡1995年

9月以降,餌場を設置するもののその更新を停止す

ると,餌場内のシロアリ頭数は増加した｡試験地に

打ち込んだ餌杭や人工餌場の実態調査から,試験期

間内に新たに大きな被害は発生しなかったことがわ

かった｡またAE事象率は餌場内のシロアリ頭数や

環境温度に応じて変化した｡

藤井義久,梁瀬佳之,今村祐嗣,奥村正悟,岡 信

治 :AEモニタリングによる木造建物内のシロアリ

食書の検出,一土蔵内のヤマ トシロアリ検出事例,日

本環境動物昆虫学会誌,9(3),10卜105(1998)

アコースティック･エミッション (AE)のモニタ

リング手法を,伝統的工法による土蔵建築物の木質

部材のシロアリ被害の検出に適用した｡その結果,

木製梁の内部に生じた蟻道内におけるヤマ トシロア

リの活動をAEで検出することに成功し,実際に穴

を開けて行った調査からシロアリの存在を裏付けた｡

シロアリが食害していた部材を防除処理した後では,

AEの発生は認められなかった｡実際の建築物にお

いて,AEモニタリングによってシロアリ食害を非

破壊的に検出できる可能性が確認された｡

Y.YANASE,Y.FUJII,S.OKUMURA,Y.IMAMURAand

T.YosHIMURA:DetectionofAEGeneratedby

theFeedingActivityofTermitesUsingPVDF

(PolyvinylideneFluoride)Film,For.Prod.I_,

48(7/8),43-46(1998)

梁瀬佳之,藤井義久,奥村正悟,今村祐嗣,吉村 剛 :

シ ロア リの食害活動 によって発生 す るAEの

PVDFフイルムを利用 した検出

シロアリの食害によって木材から発生するアコー

スティック･エミッション (AE)を非破壊的に検出

するため,40ミクロン厚のPVDF(ポリフッ化ビニ

リデン)フイルムをセンサに適用した｡圧電性高分

子であるPVDFはセラミック系のPZTセンサよ

りAE検出感度は低いが,薄いフイルム状であるた

め住宅部材へ適用しやすい長所をもっている｡イエ

シロアリの食害によって発生するAEを検出したと

ころ,単層のPVDFセンサの感度はPZTセンサよ

り劣ったが,複層構造にすることにより感度を向上

させることができた｡この結果,PVDFセンサを住

宅の壁に取 り付けることによって,シロアリの食害

行動を検出できる可能性が示された｡

木口 実､片岡 厚,土居修一,森 満範,長谷川

益夫,森田慎一,嘉手刈幸男,今村祐嗣 '.PEG系薬
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剤の基材処理による透明系造膜塗料の耐候性向上と

暴露地の影響,木材保存,23(4),168-175(1997)

ポリエチレングリコール (PEG)およびジデシル

ジメチルアンモニウム塩 (DDAC)系防腐剤により

基材処理した木材 (ベイマツ合板)について,透明

系造膜塗料の耐候性の向上を検討した｡2年間の屋

外暴露試験において,1%濃度のDDACのみによる

基材処理では塗膜劣化が生じたが,PEG処理では10

%において全ての暴露地で塗膜劣化をほぼ完全に抑

制した｡これは,PEGにより木材表面の耐候性が向

上したためと考えられる｡PEG濃度30%による処理

では,旭川,富山,沖縄において塗膜剥離による塗

装面劣化が生じたが,他の筑波,京都,鹿児島では

10%濃度と同様に塗膜劣化は生じなかった｡PEGは

高い吸湿性を持つため,多雪地域や高温多湿地域で

はPEGにより木材基材が吸湿し,塗膜剥離が生じ

やすくなると考えられる｡このため,PEGによる基

材処理では処理濃度および使用環境を考慮する必要

がある｡

大羽伸和,辻本吉寛,今村祐嗣,石原茂久 :外装材

料の藻類汚染とその防止(第3報),促進屋外暴露試

験方法の開発とそれを利用した外装材料の評価,木

材学会誌,43(9),792-799(1997)

外装材料の藻類による汚染に関する暴露試験方法

の検討を行ったところ,栄養分としてリン酸水素2

アンモニウムを添加した水を霧状に散水した促進屋

外暴露試験において,発生状況や発生藻類の種類が,

実際の現場における外装材料の藻類汚染の調査結果

で判明した発生状況などとよく一致した｡かつ,3

-5ケ月間で試料の藻類汚染に対する評価が可能に

なった｡したがって,この屋外暴露試験方法は実際

の藻類汚染を短期間で再現する上で妥当であると判

断された｡

また,この屋外暴露試験方法を用いて,外装材料

の藻類汚染評価を行った結果,材質のいかんにかか

わらず吸水しやすい材料ほど藻類汚染が起こりやす

い傾向を示した｡

大羽伸和,辻本吉寛,今村祐嗣,石原茂久 :外装材

料の藻類汚染とその防止(第4報),防藻剤効力試験

法の確立,木材保存,23(5),229-235(1997)

外装材料の藻類による汚染の発生状況調査から,

汚染原因の主要な藻類であることが判明 した

Protococcusuiridisを用いて,実験室スケールの培

養試験で,防藻剤の効力評価を行う方法を提案した｡

得られた主な結果を以下に示す｡

1.薬剤希釈液中でP.uiridisの培養試験を行い,

透過型クロロフィル測定装置により透過光の吸光度

を測定することによって,細胞の増殖に対する薬剤

そのものの防藻効果が定量的に確認できた｡薬剤の

タイプ別の効力や濃度の影響は,培養期間が14日以

上経過した時点で明らかな傾向が認められた｡

2.耐候処理を行った塗装皿でのP uiridisの培養

試験を行い,反射型クロロフィル測定装置により,

反射光の吸光度を測定することによって,薬剤を混

入した塗料の防藻効力が定量的に確認できた｡耐候

処理として4週間の水浸処理したのち14日間培養試

験を行った結果が,5ケ月間促進屋外暴露試験を行

った結果とよく一致した｡

宮武 敦,今村祐嗣,藤田和彦,和田 博,佐々木

貴信,千葉一弘 :故障モード影響解析法(FMEA)

を利用した木造橋の耐久設計,木材保存,23(6),

289-295(1997)

木造橋をはじめ外構材の劣化状況の調査結果をも

とにして,故障モード影響解析法 (FMEA)を応用

して木造橋の耐久設計を試みた｡

今村祐嗣 :木質材料の耐久性,建築に役立つ木材 ･

木質材料学 (今村祐嗣,川井秀一,則元 京,平井

卓郎編),東洋書店,pp.198-206,1997

木質材料の生物劣化,集成材の耐久性,木質ボー

ドの耐久性,釘の耐久性について解説した｡

今村祐嗣 :木質住宅の劣化診断,建築に役立つ木

材 ･木質材料学 (今村祐嗣,川井秀一,則元 京,

平井卓郎編),東洋書店,pp.250-256,1997

劣化診断の意義,木質部材の劣化診断法,木質構

造体の劣化診断について解説した｡

今村祐嗣 :木材保存の役割,木材保存の未来への歩

み (日本木材保存協会編 ･刊),pp.33-48,1998

木材保存の役割を,住宅,外構材,木質材料の観
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点から展望した｡

今村祐嗣 :木でつくる公園施設,木製公園施設の耐

久性向上のための設計 ･維持管理の手引き (木材利

用推進協議会編),日本木材総合情報センター,pp.1

-7,23-24,30-35,45-48,1998

木製公園施設の耐久性向上に関連して,エクステ

リアに使用する木材,防腐設計,木部の腐朽 ･蟻害

診断について概説した｡

今村祐嗣 :木材の構造と薬液浸透,木材及び木質材

料の耐朽性,木材及び木質材料の耐虫性,新版 木材

保存学(日本木材保存協会編),pp.7-10,79-83,107

-110,1998

木材の構造と薬液浸透,木材及び木質材料の耐朽

性,木材及び木質材料の耐虫性について概説した｡

Y.IMAMURA,M.TAKAHASHl,∫.Y.RyuandH.

KAJITA:Distribution ofPolymerin theCell

WallsandItsEffectonDecayResistancein

Wood-PlasticComposites,BiocontroIScience,3

(2),56-67(1998)

今村祐嗣,高橋旨象,柳 在潤,梶EEl 照 :木材-

プラスチック複合体の細胞壁中におけるポリマ-の

分布と耐朽性に及ぼす影響

メチルメタクリレートならびにフェノール樹脂を

用いた木材-プラスチック複合体の耐朽性を検討し,

腐朽菌の作用による組織構造の変化を観察した｡木

材組織中におけるポリマーの堆積の違いが,腐朽菌

による細胞壁の劣化様式に大きな影響を及ぼしてい

た｡すなわち,低分子量のフェノール樹脂は木材細

胞壁に容易に侵入して壁中にポリマーとして堆積し,

その結果高い耐朽性が付与されたが,高分子量のフ

ェノール樹脂あるいはメタクリレート樹脂を用いた

場合は,細胞内腔にのみポリマーが形成される結果,

耐朽性の向上にはあまり寄与しないことが走査電子

顕微鏡による微細構造の観察から示された｡

T.FURUNOandY.IMAMURA:Combinationsof

WoodandSilicatePart6.,BiologicalResis-

tanceofWood一mineralCompositesuslmgWater

Glass-boronCompoundSystem,WoodSci.Tech-

nol.,321611170(1998)

古野 毅,今村祐嗣 :木材とシリカ化合物との複合

化(第 6報),水ガラス-ホウ素系による複合化木材

の生物劣化抵抗性

木材と無機物複合材料の生物劣化抵抗性を,水ガ

ラス-ホウ素の系 (2重処理)とホウ素だけの系 (早

一処理)で調製した試料で検討した｡水による溶脱

処理を行った後では,水ガラス-ホウ素の系はシロ

アリの攻撃に対して高い抵抗性を示したが,単一処

理および2重処理であってもホウ素を用いない系は

わずかな抵抗性しか得られなかった｡これは木材中

に形成された無機物の水による溶脱性の違いに起因

すると考えられる｡また,水ガラス-ホウ素の系で

調製された無機物複合木材は,水による溶脱処理を

行った後では腐朽に対して高い抵抗性を示した｡

U.WATANABE,Y.IMAMURAandi.ⅠIDA:Liquid

PenetrationofPrecompressedWoodⅥ,Ana-

tomicalCharacterizationofPitFractures,I.

WoodSci.,44(2),1581162(1998)

渡辺宇外,今村祐嗣,飯田生穂 :圧縮処理材の液体

浸透 (第6報),壁孔破壊の組織的特徴

圧縮処理を施した難注入性の針葉樹心材について,

壁孔破壊の組織的特徴を浸透性の向上と関連して考

察した｡圧縮処理した後に乾燥して変形を固定した

議料では, トールスとマルゴの境界,マルゴの周辺

部およびトールス上に小さい割れの発生が認められ

た｡スギでは顕著な割れが,ベイマツでは壁孔緑か

らの剥離が,またカラマツではトールス上の小さな

割れがみられた｡このような樹種固有の特徴は,特

に圧縮変形を水を注入して回復させた試料で顕著に

観察された｡

L L.PULIDO,T.HATA,Y.IMAMURA,S.IsHIHARA

and T.KAJIMOTO･.RemovalofMercury and

OtherMetalsby Carbonized Wood Powder

fromAqueousSolutionsofTheirSalts,I.Wood

Sci.,44(3),2371243(1998)

リリベス･L･プリド,畑 俊充,今村祐嗣,石原茂

久,梶本武志 :炭化木粉による水銀および金属のそ

れらの塩水溶液からの除去

スギ木粉を温度条件を変えて焼成処理したのち,
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それを用いて金属をその塩の水溶液から除去するこ

とを試みた｡塩化水銀の単一水溶液,ならびに硝酸

鉛,塩化ヒ素,塩化カドミウムと塩化水銀の混合水

溶液 (1,5,10ppm)を対象とした｡無処理木粉お

よび200,600,1000oCで焼成した木粉でも水銀を除

去することが可能であり,また混合溶液では水銀が

選択的に除去された｡しかし,それらのうち,1000oC

で焼成した木粉が特に効率良く単一溶液ならびに混

合溶液から水銀を除去することができ,除去能力は

活性炭よりもすぐれていた｡

L.LPULIDO,B.B.BISANA,T.HATA,Y.IMAMURA,

S.IsHIHARAandT.KAJIMOTO:MetalDistribution

intheLagumaLakeWaterSystemandAdsorp-

tionofSomeMetalsbyCarbonizedWoodPow-

der,WoodRes.,No.84,54161(1997)

リリベス･L･プリド,ベレン･B･ピサナ,畑 俊

充,今村祐嗣,石原茂久,梶本武志 :ラグナ湖の水

中における金属の分布とそれらの炭化木粉による除

去

フィリピンのラグナ湖の湖水中に含まれる金属の

分布を,5ヶ所のプロットならびに湖水表面,中間,

湖底付近の3ヶ所の水中から試料を採取して分析し

た後,アカシア･マンギウムの廃材から調整した焼

成炭を用いて浄化することを試みた｡湖水中には

様々な金属が含まれていたが,アルカリ金属の中で

はナトリウムが,次いでカリウム,マグネシウム,

カルシウムが多く存在していた｡ヒ素,カドミウム,

コバルト,クロム,銅,鉛,秩,水銀,亜鉛などの

有害な金属 も検出されたが,それぞれの濃度は

NationalPollutionControlCommissionが定めた

水質基準より低いものであった｡アカシア･マンギ

ウムの廃材から調整した木粉は,そのままでもある

いは焼成したものでも金属の除去に使用できること

が,湖水中からの亜鉛や鋼の浄化実験から示された｡

T.FURUTSUKA,T.HATA,Y.IMAMURA andS.

IsllIHARA:NOxPurificationbyWoodCharcoals

andTheirCompositeswithMetalOxides,Wood

Res.,No.84,46-49(1997)

古塚 毅,畑 俊充,今村祐嗣,石原茂久 :木炭お

よび金属酸化物複合木炭によるNOxの浄化

木粉をそのまま,および400,600,800,1000oCで

焼成した木粉,ならびに活性炭にNOxを通し,気体

浄化性能を検討した｡NOを通したところ,いずれの

試料も浄化能力を有していたが,そのうち600oCの焼

成木粉が高い効率で気体を浄化した｡また,通過後

いずれの試料の場合でもN02の発生は認められな

かった｡一方,N02を対象とした場合では,無処理

の木粉以外は高い効率でN02を除去したが,排出側

でNOの発生が認められた｡しかし,金属酸化物と

木粉を混合し500oCで焼成した試料ではNOの発生

を抑えることができ,酸化バナジウムとの混合物で

はきわめて高い効率で,また酸化チタンとの混合物

では光照射によってNOの除去が可能であること

が示された｡

W.Y.SU,SUBYAKTO,T.HATA,K.NISHIMIYA,Y.
IMAMURA,S.IsHIHARA:Improvementof Fire

Retardancy of Plywood by Incorporating

BoronorPhosphateCompoundsintheGlue,∫

ofWoodSci.,44(2),1311136(1998)

蘇 文橡,スビヤクト,畑俊充,西宮耕栄,今村祐

嗣,石原茂久 :接着剤中にホウ素あるいはリン化合

物を混合 した合板の難燃性の向上

難燃薬剤をあらかじめ混入した接着剤を用いて合板

を作成し,その難燃性能を検討した｡難燃薬剤とし

てメラミン樹脂にホウ酸アンモニウム八水和物を混

合したものとリン酸-アンモニウムを混合したもの

を使用した｡難燃薬剤で処理した合板試験体は,い

ずれも無処理のものより難燃性能が向上した｡燃焼

試験後の接着層中における薬剤の分布をX線光電

子分光法 (XPS)を用いて観察したところ,薬剤中

に含まれていたホウ素,リン共に,プレス中に接着

層から単板に移行していることが明らかになり,こ

れが難燃性の向上に寄与したと考えられる｡同様に,

燃焼実験後の接着層断面のSEM写真では,無処理

合板の単板の界面において樹脂の熱分解による発泡

や木材細胞壁の変形が観察された｡一方,ホウ素あ

るいはリン化合物を混入処理したものではそのいず

れもが観察されなかった｡表面単板の厚さの影響に

ついては,難燃薬剤を2%混入した場合では厚い方

が赤熱時間の短縮効果が大きく,4%混入した場合

ではその相違が小さくなった｡炭化長においても同
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様な傾向が観察された｡

K.NISHIMIYA,T.HATA,Y.IMAMURAandS.IsHト

HARA:AnalysisofChemicalStructureofWood

CharcoalbyX-rayPhotoelectromSpectroscopy,

J.ofWoodSci.,44(1),56-61(1998)

西宮耕栄,畑俊充,今村祐嗣,石原茂久 :X線光電

子分光法による木質炭化物の化学構造の分析

炭化温度の上昇による木質炭化物の化学結合状態

の変化を解明するため,炭化温度を変化させて調製

した木材の炭化物を,X線光電子分光法 (XPS),

FT-IR,X線回折により分析した｡FT-IRの結果で

は,600oC付近で二重結合および芳香環の生成が認

められた｡XPSスペクトルの分析の結果,芳香族炭

素の割合が炭化温度800-1000oCと1800oCで増加し

た｡炭化物中での芳香環の縮合が進行し,それによ

り炭化が進むことがわかった｡その変化が起こる

800-1000oCの温度域は電気抵抗の急激な低下が起

こる温度域と近いため,芳香環の縮合と導電性の発

現との間の関連が示唆された｡1800oC付近の温度域

では,X線回折の結果から黒鉛化が起こったと考え

られ,XPSでもこれを支持する結果が得られた｡酸

素を含む官能基は炭化温度の上昇につれて減少する

ことが確認された｡

今村祐嗣,足立昭男,藤井義久 :ヒラタキタイムシ

食害材から検出されるアコースティック･エミッシ

ョンについて,日本環境動物昆虫学会誌,9(3),98

-100(1998)

突発型のアコースティック･エミッション (AE)

が,ヒラタキクイムシの幼虫を接種したラワン辺材

から,共振周波数150Hzの圧電型のセンサを用いて

検出された｡AE事象数は多くの幼虫を接種する程,

より多く発生した｡また,木材に振動を与えると

AEの発生は停止したが,1-24時間以内に再び発

生を開始した｡AEの発生数は,幼虫接種後200時間

は急速に増加し,その後500時間まではほとんど増え

ず,さらにその後は再び急激に増加した｡この3つ

のステージは,それぞれ幼虫時,嫡時,成虫時とい

うヒラタキクムシの生育段階に対応していると考え

られた｡

T.HATA,T.YAMANE,E.KoBAYASHl,Y.IMAMURA

andS.IsHIHARA:MicrostructuralInvestigation

ofWood CharcoalMadeby Spark Plasma

Sintering,I.WoodScience,44,1311136(1998)

畑 俊充,山根健司,小林恵美子,今村祐嗣,石原

茂久 :放電焼結法により調製された木炭の微細構造

解析

近年,木炭などの木質系炭化物は環境浄化材や炭

素材料素材として注目され,新たな用途が開かれよ

うとしている｡これを積極的に推進させるためには,

間伐材や未利用木材を目的の炭化物に調整する合理

的な焼成炭化システムの確立が必要である｡

本研究では,複合材料を製造するのに用いられる

プラズマ焼結法に着目し,木炭の焼結に応用した｡

そして世界で初めて焼結木炭の中の黒鉛化構造を透

過型電子顕微鏡によって写真でとらえることに成功

した｡焼結条件は2500oC,圧力500kgf/cm2,電流1400

A,電圧4.2Vで,焼結は5分間行った｡木炭の黒鉛

構造をはじめて報告するとともに,間伐材や未利用

木材が高性能複合材料の出発材料となる可能性を示

した｡

高橋旨象 :木材の腐朽,木材の虫害,建築に役立つ

木材･木質材料学 (今村祐嗣･川井秀一･則元 京･

平井卓郎編著),東洋書店,pp.174-190(1997)

微生物による木材の腐朽 ･変色 ･表面汚染と発生

条件,木材の耐朽性,生丸太害虫,乾材害虫,シロ

アリ等の木材食害虫について概説した｡

角田邦夫 :木材の防腐 ･防虫処理,建築に役立つ木

材 ･木質材料学 (今村祐嗣 ･川井秀一 ･則元 京 ･

平井卓郎編著),東洋書店,pp.206-214(1997)

木材保存の意義,木材の使用環境と劣化危険度と

それに対応した保存処理,保存薬剤の種類,処理方

法などを概説した｡

K.TsuNODA:Contributionofwoodpreservation

totheconservationofglobalecosystem,Proc.

18thAnnualMeetingofCanadianWoodP71eSer-

uationAssoc.,3-7(1997)

角田邦夫 :地球生態系保全に対する木材保存の貢献

木材保存の意義や重要性はこれまでによく説明さ
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れてきたが,木材保存が果たしている役割について

はよく理解されていない｡環境問題への関心が増大

しており,改めて木材の役割を考察した｡

大気中の温室効果気体濃度の安定化による地球温

暖化の抑止や,新たなエネルギー源を確保するため

の施策が真剣に検討されなければならない｡眼前の

環境破壊や多くの生物種の根絶などは,人類の活動

に起因しているとの認識に立脚して,森林の役割,

森林資源の恒統性,森林資源の利用,森林の伐採と

再生,さらに,木材保存の経済学と地球生態系保全

への貢献を大気中の炭素濃度と関連して検討すべき

である｡木材保存産業によって生じる環境負荷を軽

減するためには今後多くの課題が残されている｡木

材保存が森林から生産される原料の安定供給に役立

ち,森林資源の有効利用による伐採の減少によって

地球温暖化防止の一翼を担えるとすれば,木材保存

が将来にわたって人類の生活レベルの維持 ･向上に

貢献できると結論できる｡

角田邦夫 :防かび剤,木材保存学入門(改訂版)((社)

日本木材保存協会編),(礼)日本木材保存協会,pp.

138-146(1998)

木材用防かび剤の基本的作用機構,防かび剤の種

類と用途,実用されている防かび剤,防かび処理方

法などを概説した｡

角田邦夫 :保存処理廃材のリサイクル,木材保存,

24(2),25-29(1998)

(礼)日本木材保存協会が主催した｢保存処理廃材

のリサイクル｣講演会での講演内容を紹介した｡保

存処理廃材の回収システム,保存処理廃材を原料に

した木質ボードの製造,保存処理廃材パーティクル

ボードの耐朽 ･耐蟻性,保存処理廃材からの薬剤の

回収に関して講演が行われた｡CCAあるいはクレオ

ソー ト油処理廃材の今後の排出動向と廃材処理の問

題点,処理廃材から製造されたパーティクルボード

の接着性能や強度と生物劣化抵抗性,化学的手法に

よるCCA処理廃材からの薬剤成分の抽出方法とそ

の効率などが検討された｡

K.TsUNODA,K.NAGASHIMAandM.TAKAHASHI:

Hightoleranceofwood-destroyingbrown-rot

fungi tocopper-basedfungicides,Meter.Orga-

nismen,31(1),3ト44(1998)

角田邦夫,永島晃治,高橋旨象 :銅含有殺菌剤に対

する木材褐色腐朽菌の高耐性

木材腐朽菌5種の銅耐性を寒天希釈法と処理木材

の腐朽試験から比較したところ,Poriacocosの耐性

が最も高く,次いで Tyy10myCeSPalustris(オオウズ

ラタケ)であった｡走査電子顕微鏡観察では菌糸周

辺に堆積物が存在し,EDXA分析の結果ではその堆

積物中にはより多くの鋼が含有されていることが判

明した｡鋼耐性菌では,シュウ酸鋼として鋼が無毒

化されると考えられるが,その過程や機構は定かで

はない｡

K.TsUNODA,A.ADACHI,T.YosHIMURA,T.BYRNE,

P.Ⅰ.MoRRISandJ.K.GRACE:Resistanceof

borate-treatedlumbertosubterraneantermites

inthefield,TheInt,Res.Gy10uPonWoodPreser-

む.DocumentNo.IRG/WP/98-10255(1998)

角田邦夫,足立昭男,吉村 剛,T.BYRNE,P.Ⅰ.

MoRRIS,∫.K.GRACE:ホウ素処理木材の野外での

耐蟻性

ホウ素化合物 (ティンボア)とアルキルアンモニ

ウム化合物の混合水溶液で注入処理した土台材 (パ

シフィックシルバーファー,10.5xlO.5x40cm)を

コンクリートブロックにのせ,プラスチック製箱で

覆いをした状態で鹿児島県吹上浜シロアリ試験地で

2カ年間の野外試験に供した｡無処理材は中度から

重度の被害を被った｡処理材の耐蟻性は,日本家屋

の土台材のような非接地条件下では,高いことが判

明した｡さらに長期に耐蟻性試験が計画されている｡

吉村 剛 :蟻書とシロアリ以外の虫害,木材保存学

入門 (改訂版)((礼)日本木材保存協会編),(礼)

日本木材保存協会,pp.83-96(1998)

シロアリの分類学的位置及びその生理 ･生態学的

特徴,並びに蟻害の発生と進行について概説した｡

T.YosHIMURAandM.TAKAHASHI:Termiticidal

performance of an entomogenous fungus,

Beauueria bronglu'artii(Saccardo)Petch in

laboratorytests,hn.I.Enuiron.Entomol.Zool.,

- 206-



抄 録

9(1),16-22(1998)

吉村 剛,高橋旨象 :室内試験による昆虫寄生菌

Beauuel･iabl･Ongniartii(Saccrdo)Petchの頼蟻

効力

昆虫寄生菌Beauueriabrongnia71ii(Saccardo)

Petchの殺蟻効力を室内試験によって検討した｡カ

ミキリムシ防除用として既に実用化されている,パ

ルプ不織布で培養されたB.brongnia71ii製剤 (製剤

名 :バイオリサ ･カミキリ)を用い,強制的に一定

期間イエシロアリ職蟻を接触させることによってそ

の殺犠性を観察したところ,分生子数が3.3Ⅹ108個/

cm2の製剤では1分間の接触で5日以内に全個体が

死亡した｡一方,分生子数が5.6xlO6個/cm2の製剤で

は1日間接触させた場合でも5日後に約50%の死亡

率を示すにとどまり,製剤における分生子数が殺蟻

効力に大きく影響を与えることが明らかになった｡

次に強制的に感染させた個体とそうでない個体を同

一容器中で飼育し,B.brongniartiiの伝染性につい

て実験をおこなったが,その結果,感染個体と非感

染個体の比率が 1:1程度であれば最終的に全個体

の死亡が期待されることがわかった｡

吉村 剛 :21世紀のシロアリ防除技術,木材工業,

53(3),109-114(1998)

レスケミカル化あるいはケミカルフリー化という

流れのなかで,21世紀に実用化されるであろう新し

いシロアリ防除技術について,シミュレーションを

交えながら概説した｡

吉村 剛 :ステンレスメッシュ工法,しろあり,No.

112,ll-15(1998)

現在オーストラリアで既に規格化されているステ

ンレスメッシュ防蟻工法について,その基本的な考

え方及び構成部材の性能基準について紹介し,さら

に日本の木造住宅における施工方法について提案し

た｡

M.K.YALINKILIC,T.YosHIMURAandM.TAKAHA

SHI:EnhancementofthebiologlCalresistance

ofwoodbyphenylboronicacidtreatment,∫

WoodSci,,44,152-157(1998)

M.K.YALINKILIC,吉村 剛,高橋旨象 :フェニル

ボロン酸 くPBA)処理による木材の生物劣化抵抗性

の向上

フェニルボロン酸 (P古A)減圧注入処理木材の防

腐 ･防蟻性能及び溶脱抵抗性について検討した｡処

理木材の熱水抽出物をイオンクロマ トグラフで分析

した結果,PBAはホウ酸と比較して優れた溶脱抵抗

性を有し,また処理液濃度が高まるにつれてその抵

抗性は高まった｡0.34%PBA溶液で処理した試験

片は,10日間の流水による溶脱操作後も白色腐朽菌

であるカワラタケ及び褐色腐朽菌であるオオウズラ

タケに対して高い抵抗性を示し,この場合の溶脱操

作後の薬剤残存量は0.18%W/W(0.46kg/m3) であ

った｡さらに1.00%溶液で処理した試験片は,同様

に10日間の流水による溶脱操作後,イエシロアリの

摂食活動を完全に阻害し,この場合の残存量は0.99

%W/W(2.49kg/m3) であった｡ホウ素化合物は一

般にシロアリに対して食毒剤として遅効的に働き,

多少の質量減少は避けられないと言われているが,

PBAは非常に速効的な効力を示し,食害による質量

減少も非常に少なかった｡

I.ToYosHIMA,T.YosHIMURA,K.TsUNODAandM.

TAKAHASHI:Comparative toxicity,residual

natureandeffectonrespirationofboroncom-

poundsinalowertermite,Coptotermesfor-

mosanusShiraki(Isoptera:Rhinotermitidae),

Matey.Organismen,31(3),217-226(1997)

豊島 勲,吉村 剛,角田邦夫,高橋旨象 :各種ホ

ウ素化合物のイエシロアリに対する毒性,体内での

残存性およびその呼吸への影響

ホウ酸,disodium tetrahydrate decahydrate

(DOT)およびdisosiumoctaboratetetrahydrate

(DOT)のイエシロアリに対する毒性,並びにホウ

酸のイエシロアリ体内での残存性及びその呼吸への

影響について検討した｡3種化合物の中ではホウ酸

が最も高い毒性を示し,経口の場合LD99･16days値

が930JLg/gシロアリであった.シロアリに取り込ま

れたホウ酸の約20%が16日以上体内に残存していた｡

処理量20kg/m3の木粉を摂食したイエシロアリは,

死虫が認められない時点においても20%の呼吸量の

低下が観察された｡これらの結果から,シロアリに

取り込まれたホウ素化合物の内かなりの部分が体内

- 207-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

に蓄積され,呼吸障害やその他の生理的撹乱を引き

起こすことによって殺蟻効力を発現すると考えられ

た ｡

M.K.YALINKILIC,W.DwIANl､0,Y.IMAMURAand

M.TAKAHASHI:A new process for in situ

polymeri2:ationofvinylmonomersinwoodto

delayboronleaching,TheInt.Res.Groupon

Wood PyleSerV.Document No.IRG/WP/98-

40110(1998)

M.K.YALINKILIC,W.DwIANTO,今村祐嗣,高橋旨

象 :木材中でのビニルモノマーの新しい重合法及び

それによるホウ素の溶脱の防止

ホウ酸注入処理スギ試験片にスチレンおよびメチ

ルメタアクリレートモノマーを用いた後処理を行い,

熱圧縮して重合させることによりホウ素の溶脱性の

改善を試みた｡ホウ酸処理は1.00%水溶液を用いて

行い,風乾後モノマーを注入して,60oCあるいは

90oC,圧縮率50-70%,触媒存在下で重合させた｡

このようにして調製した材料は,10回の流水浸せ

き一煮沸サイクルによる厳しい耐候操作後も寸法変

化を生じず,また高い抗吸湿能を示した｡さらに,

ホウ素の溶脱性も通常のWPCの場合よりも低下し

た｡

山内秀文,荘保伸一,楊葬,川井秀一,佐々木光 :

スパイラルワイデイング法による円筒形IJVLの製

造 (第1報)交錯積層による引張ヤング率低下の軽

減効果,木材学会誌,43(9),747-753(1997).

スパイラルワインディング法を用いた円筒形

LVLの製造に必要な基礎的事項として,交錯積層構

造が引張ヤング率に及ぼす影響について平面的な積

層材料を用いて理論及び実験の両面から検討した｡

理論では平面応力状態を仮定し,単層単板と交錯積

層構造を持つ材料について,繊維傾角の増加に伴う

引張ヤング率の変化を計算した｡実験にはスブルー

スのスライス単板を用い,単層単板の引張ヤング率

を測定した後,同じ繊維傾角を持つ試験体2枚を繊維

方向が交錯するように積層接着してヤング率を測定

した｡その結果,繊維傾角がある程度小さい範囲で

あれば交錯積層構造によって材料のヤング率の低下

を実用上無視できる程度に小さくできることが明ら

かになった｡また,計算により得られた理論曲線は,

測定値の傾向をよく表しており,交錯積層によるヤ

ング率向上の傾向は理論式で代表されることが明ら

かになった｡

馬宝飛,黒木康雄,永富御幸,パンパン･スビヤント,

川井秀一,佐々木光 :竹質セメントボードの製造(第

2報)竹材混合セメントペース トの水和特性に及ぼ

す添加剤の効果,木材学会誌,43(9),754-761(1997).

孟宗竹 (Phyllostachys heterocycla Mitf.var.

pubescensOhwi)を実験材料とし,水和促進のため

の添加剤を用いて,竹/セメント混練ペーストの水

和温度の経時変化と28日養生後の硬さの測定ならび

に竹質セメントボードの製造を行い,さらにその適

合係数 (CA) と阻害指数 (Ⅰ)を算出して,添加剤に

よる竹のセメント適合性の改善効果を評価した｡結

果は以下の通りである｡1)塩化マグネシウムおよび

塩化カルシウムの添加によってセメントに対する竹

の適合性が顕著に改善された｡2)添加剤の種類によ

って竹/セメント混練ペーストの水和温度の経時変

化は異なる｡3)いずれの添加剤の場合も添加量の増

加 とともに,水和温度のピーク (Tmax)が高 くな

る｡4)竹質セメントボードの曲げ強度はTmaxある

いはCAと高い相関を示した｡

山内秀文,三浦泉,佐々木貴信,小泉章夫,川井秀

一,佐々木光 :スパイラルワインディング法を用い

て製造 した円筒形LVLの製造条件と機械的性質,

材料,47(4),350-355(1998).

スパィラルワインディング法を用いて製造した円

筒 LVLの曲げ試験と圧縮試験を行った｡その結果,

円筒 LVLのMOEは単板の樹種に依存し,積層数

には影響を受けないこと,素材のMOEとほぼ同等

の値を持つこと,交錯積層はMOEの向上に効果が

あること,積層数が増加すれば曲げにおける横断面

の扇平化が少なく,MORの値にほとんど影響しな

いことなどが明らかにった｡また,製造条件の違い

による圧縮ヤング率および圧縮強度の変化の傾向は

曲げの場合のそれとほぼ同様であること,圧縮試験

による破壊は外に拡がるような形で生じることなど

が明らかになった｡
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小松幸平 :"任意断面構成集成材の最大モーメント

の推定 と実験結果による検証〝,木材学会誌,43

(ll),934-939,1997.

任意の材質(強度),厚さ,材幅を有する大断面集

成材の曲げ破壊係数をラミナの引張強度と曲げ強度

に基づいて推定できる簡易計算式 (規発表)の広範

囲な適応性を,純木製集成材に加えて木一鉄複合集

成材の実験例を交えて検証し,提案された計算式が

広い範囲にわたって適合するものであることを確認

した｡

中田欣作,杉本英明,井上雅文,川井秀一 :硬化

積層材を利用した木質構造接合部材の開発(第2報)

強化LVLを棲合板に用いたドリフトピン接合部の

絶維方向荷重にタイするせん断耐力,木材学会誌,

44(4),247-254(1998).

樹脂含浸処理したスギロータリー単板を,平行積

層 (Pタイプ)および直交積層 (Cタイプ)し,加熱

圧縮して強化LVLを製造した｡これを接合板とし

て用いたドリフトピン接合部について,繊維方向荷

重による引張型せん断耐力試験を行い,以下の実験

結果を得た｡1)Pタイプ接合部では,最大荷重を示

した直後に強化LVLが割裂する脆性的な破壊形態

を示した｡これに対して,Cタイプ接合部では,ピン

のめり込みが継続する粘り強い破壊形態を示し,最

終的には鋼板接合部と同様に集成材が割裂破壊した｡

2)Cタイプ接合部のせん断耐力はPタイプ接合部

より高く,鋼板接合部とほぼ同等であった｡3)強化

LVL接合部では,ピンのめり込みが集成材で発生す

るとともに接合坂内でも発生するため,すべり係数

は鋼板接合部より低 くなった｡4)Cタイプ接合部の

最大変形能は鋼板接合部より大幅に高く,接合板と

集成材の厚さを適切に設定した場合には,最大変形

能が増大するとともに耐力およびすべり係数も向上

する｡

張敏,川井秀一,中路誠,仲井慶 :河川敷きに自生

する草本植物を原料に用いたパーティクルボードの

製造とその性質,木材学会誌,44(4),255-261(1998).

淀川流域の河川敷きに自生する草本類植物の種類,

発生量を調べ,イネ科チガヤおよびキク科セイタカ

アワダチソウを主体とする原料を選び,パーテイク

ルボードを試作した｡材質に及ぼす接着剤の種類,

草種およびパーティクル寸法の影響や,ユリア(UF)

とエマルジョン型イソシアネート (E-MDI)樹脂の

混合系接着剤の効果について検討した｡

ユリアメラミン(UMF)またはUF樹脂接着剤の

みを用いたボードは,接着強度が極めて低く,硬化

阻害が認められた｡これを改善するために,UFに

E-MDIを混入した混合系接着剤を用いた｡添加率は

総量で10%とし,UFとE-MDIの混合比は10/0,9/

1,8/2,および6/4の4水準とした｡E-MDIの混入割

合を2-4割とすることで,ボードの力学的性能な

らびに寸法安定性は大きく改善された｡また,ボー

ドの寸法安定性に及ぼすパーティクル形状 ･形態の

影響も認められた｡一方,ポリメリック型イソシア

ネート(p-MDI)樹脂接着剤のみで結合したチガヤ

ボードは,木本類原料のボードに比べて,耐水性が

やや乏しいが,曲げ性能は同等の値を示した｡

馬宝飛,黒木康雄,永富雛,川井秀一,佐々木光 :

竹質セメントボードの製造 (第3報)炭酸塩類添加

の効果 (蒸気噴射プレスの場合),木材学会誌,44

(4),262-272(1997).

孟宗竹 (Phyll()stachysheterocyclaMitf.var.

pubescensOhwi)を実験材料とし,蒸気噴射法を用

いて炭酸塩類 (NaHCO 3,Na2CO ｡) またはそれらと

MgC12を組み合わせ添加した竹質セメントボードを

製造し,その材質と水和の程度を調べた｡結果は以

下の通りである｡1)炭酸塩類の添加はセメントの初

期凝結を促進し,迅速成形に有効である｡2)炭酸塩

類 とMgC12の組み合わせ添加は水中養生中のボー

ドのセメント水和反応を促進し,炭酸塩類10%と

MgC125%の組み合わせ添加のもとでは,ボードの

曲げ強度は100kgf/cm2を超えた｡3)セメント/竹比

2.6のボードの強度は2.2のボードのそれより高かっ

た｡4)ボードの強度とXRDによるセメントクリン

カーのピーク強さまたはC3Sのピーク強さ,TGI

DTAによる200oCまたは900oCまでの減量,及びCa

(OH)2の推定生成量との間には高い相関が認められ

た｡このことはこれらを用いて炭酸塩類添加による

竹質セメントボードの力学的性質を評価し得ること

を示唆するものと考えられる｡

- 209-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

馬宝飛,黒木康雄,永富細字,オーランド･プリド-,

川井秀一,佐々木光 :竹質セメントボードの製造(第

4報)ケイ酸ナ トリウム添加の効果(蒸気噴射プレス

の場合),木材学会誌,44(4),273-281(1997).

孟宗竹 (PhyllostachysheterocyclaMitf.var.

pubescensOhwi)を実験材料とし,蒸気噴射法を用

いて竹質セメント板を製造する際に,水/セメント

比,セメント/竹比がボードの材質に及ぼす影響を検

討し,また水和促進剤 Na2SiO3およびMgC12の添加

率がボードの材質と水和度に及ぼす影響を調べた｡

結果は以下の通りである｡1)水中養生行えば,水/

セメント比0.4-0.7の範囲では,この比を変えても

ボードの材質はほとんど影響ない｡2)セメント/竹

比を変化させるとボードの材質が変化した｡本実験

の水/セメント比0.6の場合には,セメント/竹比2.6

が曲げ強度に関する適正比と考えられる｡3)添加率

15%までの範囲では,Na2Si03の増加に伴ってセメ

ントの水和反応が進行し,ボードの材質が向上する｡

Na2Si03とMgC12を組み合わせ添加した場合,Na2

SiO 3単独の場合よりも水中養生中のセメントの水

和反応が促進され,ボードの強度は高くなった｡4)

ボードの力学的性能の発現はセメントの水和度に直

接依存する｡

ZHANG,M.;WoNG,E.;KAWAI,S;JIH.KwoN,J.:

Manufacutre and properties of high-

performanceorientedstrandboardcomposite

using thin strands,I.Wood Science,44(3),

19ト197(1998).

張敏,ウォン･イ･ディン,河崎珠美,権震憲 :檀

薄いストランドを用いた高性能複合OSBの製造と

その性質

表層に極薄いヒノキストランド,コアにスギ ･ヒ

ノキの混合パーティクルを用いて,3層OSBを製

造した｡ボード密度は0.6と0.7g/cm3の2水準とし,

フェイス :コア :フェイス比は1:8:1,0.5:9:

0.5,0:10:0の3水準とした｡また,接着剤はポリ

メリックおよびェマルジョン型イソシアネート樹脂

を用いた｡熱圧は,蒸気噴射プレスを用い,1600C2

分とした｡ストランドの配向方向のMOR,MOEお

よび木ネジ保持率は,フェイス/コア比の増加に伴

って増加した｡また,表層に極薄い桧ストランドを

10-20%配するとMORおよびMOEは47-124%,

30-65%それぞれ増加した｡厚さ膨潤率や線膨張率

は,それぞれ8,0.15%以下であった｡一方,スト

ランドに垂直方向のボードの諸性能は,表層ストラ

ンドの影響をあまり受けなかった｡

UMEMURA,K.;TAKAHASHI,A.;KAWAI,S.:Dura-

bilityofisocyanateresinadhesiveforwoodI.

Thermalpropertiesofisocyanateresincured

withwater,I.WoodScience,44(3),204-210

(1998).

梅村研二,高橋昭博,川井秀一 :木材用イソシアネ

ート系樹脂接着剤の耐久性Ⅰ水 で硬化したイソシア

ネート系樹脂の熱的性質

水で硬化させたエマルジョン型イソシアネート系

(IC)樹脂の熱的性質を動的粘弾性やFT-IRを用

いて検討した｡また,比較 として硬化フェノール

(PF)樹脂の熱的性質についても検討した｡その結

莱,IC樹脂は,220oC以上になると分解反応が著し

くなり,貯蔵弾性率 (E')の低下が認められた｡ま

た,PF樹脂は,300oC以上の加熱温度でも著しいE'

の低下は認められず,優れた熱的安定性を示した｡

また,IC樹脂の300oC以上における分解時の活性化

エネルギーを昇温速度を変化させた動的粘弾性測定

の結果から算出し,62.7kJ/molの値を得た｡

KAWASAKI,T.;ZHANG,M.;KAWAI,S∴Ultra-low

DensityFiberboardandSandwitchPanel,Wood

Resewch,No.84,50-53 (1997).

イソシアネート樹脂接着剤を結合剤に用いて,餐

度0.05-0.4g/cm3のファイバーボードを製造し,そ

の力学的性質,寸法安定性,ならびに断熱特性や吸

音特性を調べた｡また,これら低密度ファイバーボ

ードに厚さの異なる単板をオーバーレイしたサンド

イッチパネルを製造し,同様に材質を調べた｡その

結果,密度0.45g/cm3のサンドイッチパネルは,高強

度 ･高剛性 ･高寸法安定性能を示し,構造用パネル

として優れた特性をもつと同時に,断熱特性も優れ

たパネルであることが明らかになった｡一方,密度

0.35以下の場合には,単板/ファイバーボード界面で

せん断破壊が生じた｡界面における接着力の改善が,

今後の検討課題である｡
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KAWAl,S.:Towal.dstheSustanableUtilization

of Ligno-Cellulosic Resources(Key Note

Address),IUMRS-ICA-97,p.752Chiba,16-18,

Sept.,1997.

川井秀一 :リグノセルロース資源の持続的利用に向

けて

非木材を含むリグノセルロース資源の持続的な利

用に向けて,廃棄物の利用の重要性を明らかした｡

そのなかで,ライフサイクル評価やゼロエミッショ

ンプロセスの概念を紹介し,さらに具体的な木質材

料の開発研究について検討した｡

川井秀一 :木質材料の開発研究の現状と今後の展開,

木材学会誌,43(8),617-622(1997).

ライフサイクル評価の概念を紹介し,これまでの

木質材料開発さらに具体的な木質材料の開発研究の

動きを体系化した｡この検討に基づいて,今後の材

料開発を展望した｡この中で,農産廃棄物を中心に

した非木材リグノセルロース資源の利用が,木質賓

源の持続的利用に向けて重要であることを指摘した｡

川井秀一 :新しい木質素材-エンジニアードウッド

-,AFF97.9,52-53(1997)

最近住宅に多く使用されるようになった新しい木

質材料を紹介し,その特徴を平易に解説した｡

日本木材加工技術協会木質ボード部会講習会テキス

ト,P.1-13,1997｡合板から木質ボード,木片セメ

ントバードにいたる種々の木質系パネルの5年間の

屋内暴露試験による劣化の状況を明らかにした｡

川井秀一 :木質材料の種類と製造,木質材料の性質,

P.3718,今村祐嗣,川井秀一,則元京,平井卓郎編

著 ｢建築に役立つ木材木質材料学｣1997

最近,住宅に多く用いられ,注目されている木質

材料について,とくに,建築に用いられる場合の材

料特性に重点を置き解説している｡

川井秀一 :新しい木質系材料の開発研究の現状と今

後の展望,木材研究 ･資料,No.33,26-32(1977).

材料開発の視点の変化に伴い,最近注目されてい

る新たなコンセプト,ライフサイクル評価およびゼ

ロエミッションプロセスを紹介し,ついで木質系諸

材料の開発研究の動向を僻撤して,今後の方向を展

望した｡さらに,循環型資源利用システムの構築に

向けて,非木材リグノセルロース資源やリサイクル

資源の利用技術について言及し,資源の持続的な利

用に向けて,廃棄物の利用の重要性を明らかした｡

川井秀一 :1.4.1エンジニアードウッド,｢木材保

存学入門 (改訂版)｣,P.30-35,(社)日本木材保存

協会,1998

最近住宅に多く使用されるようになった新しい木

質材料を紹介し,その特徴を平易に解説した｡

川井秀一 :木質系素材のリサイクル,建築知識,

1998年3月号,176-178

解体材の現状と再利用ならびにリサイクル利用技

術を紹介した｡とくに,解体材をチップ化し,パー

ティクルボードに変換する場合に不可欠の異物分離

技術を概説した｡また,有機および無機廃棄物を効

率よく利用しうる木片セメントボードが今後重要な

材料となることを指摘した｡

川井秀一 :33.PSL(パララム)･Ⅰ型ビーム,34木

質ボード類,｢木材利用ハンドブック｣秋田県林産技

術指導用教材編集委員会編,P.70-73,1998

北米において生産され,多用されている軸材料の

パララムおよびⅠ型ビームの特徴を紹介した｡また,

各種の木質ボードの違いを解説し,その材質上の特

性を相互に比較した｡

UsUKI,S.andK.Komatsu:"TwoTimberRoad

Bridges",StructuralEngineeringInternatio-

nal,8(1),23-24,1998.

薄木征三,小松幸平 最近日本で架設された2つの

木道路橋を取り上げ,その構造的特徴を概説した｡

利用合理化事業報告書,220-280,(財)日本住宅･木

材技術センター,3月,1998.

金属製桂一梁接合金物,並びに柱脚接合金物を各

2種類開発し,それぞれの接合部位ごとに一方向加
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力を行って最適の接合法を選定した｡次に選定され

た金物を用いて実大規模の半剛節ラーメン架構を製

作し,水平加力実験を行って,初期剛性,終局耐力,

靭性等を評価した｡実務設計法については今後の検

討課題である｡

小松幸平 :複合応力を受ける集成材梁継手の剛性 ･

耐力評価式の検討,住宅部材安全性能向上事業報告

書,137-174,(財)日本住宅･木材技術センター,3

月,1998.

木口面で圧縮応力の伝達が起こる条件,並びに一

定軸圧縮力の存在を考慮した複合応力状態下にある

鋼板添板ラグスクリュー接合継手,並びに鋼板挿入

ドリフトピン接合継手の曲げ剛性,並びに終局耐力

推定式を誘導し,実大実験の値と比較検討した｡ラ

グスクリュー接合に関しては良好な適合性が得られ

た｡ドリフトピン接合に関しては,理論解析を行っ

ていない｡

KoHEIKoMATSU,KIYOSHIHosoKAWA:"Glulam

Semi-RigidPortalFramesComposedofHard･

woodWedgesandMetalWares",Py10Ceedingsof

the5thWorldConferenceonTimberEngineer-

ing,Vol.2,2461253,Montreux,August,1998.

小松幸平,細川清司 :広葉樹棟と金属金物で構成さ

れた集成材半剛節門型架構

アフリカ産モアビー材の棟を金属柄や金属ガセッ

トに差し込んでモーメントを受ける新しい型式の半

剛節集成材ラーメン架構を開発した｡桂一梁接合部

及び柱脚接合部の回転剛性を理論的に誘導し,線形

半剛節ラーメン解析を行った｡ホワイトウッド集成

材を用いたスパン1.9m,高さ2.7mの実大門型ラー

メンの水平加力試験を行った結果,初期剛性は理論

と良く一致した｡一方,終局耐力の推定は今後の課

題であった｡

KoHEIKoMATSU:uFlexuralBehaviourofGLT

BeamsEdge-JointedbyLagscrewswithSteel

SideSplicePlates",The31stlnternationalCoun-

cilforBuildingResearchStudiesandDocumenta-

tion,WorkingCommissionW18-TimberStruc-

tures, CIB-W18/3ト7-3,Savonlinna,August,

1998.

小松幸平 :鋼板添板ラグスクリュー接合で接合され

た集成材梁の曲げ挙動

圧縮軸力の存在と木口面を通じての圧縮応力の伝

達の両者を考慮に入れた鋼板添板ラグスクリュー接

合部の応力伝達機構の解明と梁としての曲げ剛性の

解析を行った｡その結果,たとえ接合具の荷重-す

べり関係が線形であっても,梁の曲げ変形自体は非

線形挙動示すことがあきらかとなった｡この傾向は,

材幅150mm,梁せい464mm,全長6000mmのベイマ

ツ集成材を用いた実大継手に関する4点曲げ実験の

結果と比較的良く一致した｡終局耐力の推定が今後

の課題である｡

小松幸平,黄 樺燥 :"ボンゴシ材の鋼板挿入 ドリ

フトピン接合性能に及ぼす端距離,縁距離の影響〝,

木材学会誌,44(5),360-367,1998.

木歩道橋に多用されているボンゴシ材の鋼板挿入

ドリフトピン接合における端距離,緑距離が接合性

能に及ぼす影響を実験によって明らかにし,実務設

計用の強度,剛性修正式を提案した｡

小松幸平,堀江和美,黄 権燥 :"ボンゴシ実大村

の曲げ性能〝,木材学会誌,44(5),368-374,1998.

木歩道橋に多用されているボンゴシ実大材の曲げ

強度性能を実際に確認する目的で,一本の原木から

採材された100体の曲げ試験体について四点曲げ試

験を行った｡ボンゴシの密度,強度,剛性は現在広

く用いられている針葉樹製材の2-3倍であり,覗

行のボンゴシ材の許容応力度として使われているド

イツ規格の値はほぼ妥当なものであることを確認し

た ｡
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